
全面通行止め解除
八女黒木大藤まつり
子育てを応援します
燃えないごみの出し方が変わります

【今月の主な内容】
2～3
4～5
6～7
8～9

42014(平成26年)
No.1041

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
本
格
運
航
が
始
ま
り
ま
す

み
ん
な
の
命
、
守
る
た
め
。

市
内
４
か
所
（
矢
部
村
・
星
野
村
・
黒
木
町
・
酒
井
田
地
区
）
に
地
域
医
療
再
生
計
画
事
業
で

整
備
し
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
完
成
し
３
月
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
特
に
、
へ
き
地
で
は
救
急
車
で
の
搬
送
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、
重
篤
な
患
者
に
対
し
て
は
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
要
請
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
整
備
し
た
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
発

着
基
地
が
あ
る
久
留
米
大
学
病
院
高
度
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
10
分
程
度
で
着
陸

す
る
こ
と
が
で
き
、
ヘ
リ
の
要
請
か
ら
患
者
の
搬
送
ま
で
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
更
に
救
急
医
療
体

制
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。
※
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広報



2　2014.4.1　広報やめ

▽
「
あ
な
た
が
、
あ
な
た
の
子
を
想

う
よ
う
に
、
あ
な
た
の
親
も
ま
た
、

あ
な
た
の
こ
と
を
想
っ
て
い
る
」
わ

た
し
は
、
親
子
の
理
屈
抜
き
の
愛

情
を
よ
く
表
し
た
こ
の
言
葉
が
好
き

で
す
。
と
き
ど
き
子
育
て
中
の
若
い

職
員
に
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
▽
今

年
、
八
女
市
は
市
制
施
行
60
周
年

と
合
併
５
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ

は
、
先
に
紹
介
し
た
言
葉
と
同
じ
よ

う
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
代
か
ら

代
へ
と
紡
い
で
き
た
、
愛
情
の
歴
史

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
私

な
り
に
描
く
郷
土
愛
の
イ
メ
ー
ジ
で

す
。
▽
今
日
の
繁
栄
の
楚
を
築
い
た

先
人
に
感
謝
し
、
同
時
に
ま
た
未
来

へ
の
よ
い
ス
タ
ー
ト
と
す
る
た
め
に
、

今
年
度
は
多
様
な
記
念
事
業
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
市
の
内
外

か
ら
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
賑
わ
う
年
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
▽
「
い
つ
ま
で
も
住
み

続
け
た
い
」「
い
つ
か
故
郷
に
帰
り
た

い
」「
ま
た
訪
れ
た
い
」
な
ど
と
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、「
ふ
る
さ

と
八
女
」
を
守
り
続
け
る
覚
悟
を

新
た
に
す
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。

ふるさと八女
⑦市長 コラム

mayor's column

全
面
通
行
止
め
解
除

　

３
月
10
日
㈪
14
時
、
星
野
村
柳
原
の
県
道

八
女
香
春
線
で
、
県
や
市
の
職
員
に
よ
り
通

行
止
め
の
看
板
が
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

道
路
は
星
野
村
と
八
女
市
中
心
部
を
結
ぶ
主

要
道
路
で
、
１
年
８
か
月
に
わ
た
り
迂
回
路

を
経
由
す
る
な
ど
不
自
由
な
生
活
を
送
っ
て

き
た
地
域
の
人
た
ち
か
ら
「
長
か
っ
た
」「
通

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
う
れ
し
い
」
な
ど
多
く
の

喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
大
規
模
に
被
災
し
長
期
に
わ
た
っ
て
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
た
「
県
道
八
女

香か
わ
ら春

線
」（
星
野
村
三
段
地
区
）
と
「
県
道
後う

し
ろ
ご
う
ち

川
内
黒
木
線
」（
黒
木
町
笠
原
地
区
）
が
３
月
に
復
旧
し
、
全
面
通
行
止
め

が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
※
県
道
後
川
内
黒
木
線
は
片
側
通
行
と
し
て
３
月
末
復
旧
。

八女東消防署星野分署
（池尻謙二さん、山口寛記さん）

　消防署では火災発生や救
急出動時には素早く現場に到
着し、消火活動や患者さんの
搬送をしなければなりません。
道路が復旧したことにより、1
分でも 2 分でも早く対応でき
るようになりありがたいです。

足立久利さん・ミサ子さん
（菓子製造販売）
　工事の状況を毎日眺め、復
旧を待ちわびていました。迂
回路地域の方も、狭い道を多
くの車が通るので大変だった
と思います。事故がなくて何
よりでした。これからの季節、
花が美しい星野村へ多くの人
が訪れていただきたいです。

通行止めが解除になり、堀川バスも翌日から走っています

通行止の看板が撤去される八女香春線

「１分でも早く現場へ」

「待ち望んでいました」
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地
方
整
備
局
が
砂
防
災
害
関
連
緊

急
（
直
轄
）
事
業
と
し
て
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
順
調
に
進

ん
で
お
り
、
平
成
26
年
度
中
の
完

成
に
向
け
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

八
女
市
が
実
施
す
る
災
害
復
旧

工
事
は
、
支
線
や
支
流
に
被
災
か

所
が
あ
る
こ
と
や
、
災
害
か
所
数

が
膨
大
で
あ
る
た
め
、
完
全
復
旧

に
は
、
長
期
の
工
事
期
間
が
必
要

な
状
況
で
す
。
２
月
末
現
在
で
は
、

全
体
の
約
７
割
に
つ
い
て
工
事
請

負
契
約
を
結
ん
で
お
り
、
順
次
で

き
る
か
ぎ
り
早
急
な
復
旧
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　頃より市民の皆様には、バスのご利用ありがとうござい
ます。皆様には大変ご迷惑をお掛けしましたが、３月

の星野線の復旧をもってすべての路線が被災前に戻ることが
できました。被災地において復旧に携わっておられるすべて
の関係者の皆様に大変感謝いたします。
　弊社は今後とも市民の皆様の足として、安全を最
優先しバス事業に取り組んでまいりますので皆様の
従前と変わらぬご利用心よりお願い申し上げます。
　　堀川バス株式会社 代表取締役　丸山　健

早期復旧を
目指して
九州北部豪雨による災害に対する災害復旧事業が着
実に進んでいます。国・県・市がそれぞれで取り組
んでいる主な事業の状況をお知らせします。

　

八
女
香
春
線
は
高
さ
１
０
０
ｍ
、

後
川
内
黒
木
線
は
高
さ
47
ｍ
の
法

面
と
と
も
に
県
道
が
崩
落
し
た
も

の
で
、
大
規
模
な
復
旧
工
事
と
な

り
、
福
岡
県
八
女
県
土
整
備
事
務

所
が
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

 　

な
お
、
後
川
内
黒
木
線
に
つ
い

て
は
、
３
月
末
で
全
面
通
行
止
め

が
解
除
さ
れ
片
側
通
行
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
完
全
復

旧
に
向
け
た
工
事
が
進
め
ら
れ
ま

す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
主
要
道
路
の
開
通

に
よ
り
、
交
通
の
面
に
関
し
て
は

一
定
の
回
復
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
に
は
、
通

学
や
バ
ス
の
路
線
、
生
活
路
と
し

て
の
通
行
の
際
、
迂
回
路
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
ご

不
自
由
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
八
女
香
春
線
の
交

通
を
妨
げ
て
い
た
星
野
村
三
段
地

区
の
山
腹
の
崩
壊
は
、
福
岡
県
筑

後
農
林
事
務
所
が
、
治
山
激
甚
災

害
対
策
特
別
緊
急
事
業
等
に
よ
り

取
り
組
ん
で
お
り
、
引
き
続
き
平

成
28
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
広
範
囲

で
の
斜
面
崩
壊
（
約
90
万
㎥
）
が

星
野
川
を
閉
塞
し
て
い
た
柳
原
地

区
の
土
砂
災
害
は
、
高
度
な
技
術

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
県
知
事
の

要
請
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
九
州

生
活
道
路
が
戻
る

星
野
村
柳
原
地
区
土
砂
災
害

そ
の
他
の
工
事
の
状
況

八
女
香
春
線

（
星
野
村
・
三
段
）

後
川
内
黒
木
線

（
黒
木
町
・
笠
原
）

Ｈ
24
年
７
月
災
害
直
後

星野川を閉塞した大規模な土砂災害の工事の様子（星野村柳原）

Ｈ
24
年
７
月
災
害
直
後

Ｈ
26
年
３
月
完
成

Ｈ
26
年
３
月

日



4　2014.4.1　広報やめ

◦
日
時
＝
４
月
18
日
㈮
10
時
30
分
～

◦
会
場
＝
素
盞
嗚
神
社
境
内

　
藤
の
開
花
の
大
願
成
就
を
た
た
え
る

た
め
藤
の
根
元
に
お
神
酒
を
注
ぐ
神
事
。

か
つ
て
の
戦
火
や
大
火
の
際
、
損
傷
を
受

け
た
藤
に
酒
の
か
す
を
根
元
に
与
え
樹

勢
が
回
復
し
た
と
い
う
故
事
に
ち
な
み
、

毎
年
開
花
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
ま
す
。

◦
期
間
＝
４
月
19
日
㈯
～
５
月
６
日
㉁

◦
時
間
＝
９
時
～
17
時

◦
会
場
＝
物
産
展
会
場

　
黒
木
の
特
産
品
や
季
節
野
菜
の
ほ

か
、
い
も
ま
ん
じ
ゅ
う
、
だ
ご
汁
な
ど

の
郷
土
料
理
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
４
月
27
日
㈰
10
時
～
15
時

◦
受
付
＝
物
産
展
会
場【
限
定
１
５
０
人
】

◦
参
加
料
＝
５
０
０
円

　
藤
棚
を
拠
点
に
、
黒
木
大
藤
、
ふ

じ
の
里
、
津
江
神
社
、
学
び
の
館
な

ど
周
辺
を
散
策
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
①
４
月
27
日
㈰
11
時
30
分
～

15
時
30
分
／
ホ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ブ
、BiM

y

♪
②
４
月
29
日
㈷
11
時
～
15
時
／
ホ
ッ

ト
フ
ァ
イ
ブ
、balconny

③
５
月
６
日

㉁
11
時
～
15
時
／
玉
城
ち
は
る

◦
会
場
＝
藤
棚
演
舞
場

◦
期
間
＝
４
月
19
日
㈯
～
30
日
㈬

◦
場
所
＝
素
盞
嗚
神
社
境
内

◦
期
間
＝
４
月
20
日
㈰
～
５
月
４
日
㈷

◦
場
所
＝
ま
ち
な
み
交
流
館

　

表
構
え
を
残
す
居
蔵
造
の
町
家「
旧

松
木
家
住
宅
」
で
だ
ご
汁
な
ど
の
田

舎
料
理
を
い
た
だ
け
ま
す
。

◦
期
日
＝
４
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

　
物
産
展
会
場
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
運
行
（
10
時
～
）。
年
に
一
度
、
蔵
の

藤
の
花
神
酒
召
せ
の
式

物
産
展

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

※
藤
の
花
の
開
花
状
況
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

無
料
湯
茶
接
待

さ
く
ら
茶
屋
　
A

「
古
久
蔵
」
蔵
開
き

O
-fuji M

em
orial Live

期
間
／
４
月
19
日
㈯
～
５
月
初
旬　

会
場
／
素す

さ
の
お

盞
嗚
神
社
周
辺

八
女
黒
木
大
藤
ま
つ
り

図map

案内

樹
齢
六
百
余
年
の
歴
史
を

誇
る
国
指
定
天
然
記
念
物

「
黒
木
の
大
藤
」。

応
永
二
年
に
後
征
西
将
軍

良
成
親
王
の
手
で
植
栽
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

境
内
に
は
約
三
千
平
方
メ
ー

ト
ル
の
藤
棚
が
広
が
り

一
メ
ー
ト
ル
を
超
す
花
房
が

川
風
に
た
な
び
き
周
囲
は
藤

の
芳
香
に
つ
つ
ま
れ
ま
す
。

大藤
ライトアップ！◦期間＝4月19日㈯～5月初旬
◦時間＝18時30分～22時

◦黒木総合支所
（黒木町観光協会）

◦学びの館（旧隈本家住宅）

◦福岡銀行

矢部川

◦「ふじの里」黒木警部交番◦

Ｐ

←八女市街

←上陽・星野
←
笠
原

→矢部

下町の古い町並み

物産展会場
国道442号

津江神社の大樟★

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

A

B

C

●●●

●●●

●●●

●●●

●●● ●●●

★黒木の大藤

●●●

●●●

歩行者専用
（9時～17時）



中
で
本
格
焼
酎「
古
久
」が
味
わ
え
ま
す
。

◦
期
間
＝
４
月
19
日
㈯
～
５
月
６
日
㉁

◦
場
所
＝
旭
松
酒
造
・
後
藤
酒
造
場

◦
日
時
＝
４
月
27
日
㈰
10
時
30
分
～

◦
場
所
＝
ま
つ
り
会
場
一
帯

　

獅
子
舞
と
ち
ん
ど
ん
を
中
心
に
春

日
市
惣
利
で
活
動
中
の
「
惣
利
好
い

と
う
会
」
の
ち
ん
ど
ん
パ
レ
ー
ド
。

◦
期
間
＝
４
月
19
日
㈯
～
５
月
６
日
㉁

◦
場
所
＝
樋
口
善
蔵
ア
ト
リ
エ

　

地
元
の
四
季
折
々
の
自
然
や
、
町

並
み
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
創
作
活
動

を
続
け
る
洋
画
家
の
油
絵
展
。

◦
期
間
＝
４
月
19
日
㈯
～
５
月
６
日
㉁

◦
場
所
＝
鏝
絵
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◦
期
間
＝
４
月
19
日
㈯
～
５
月
６
日
㉁

◦
場
所
＝
ギ
ャ
ラ
リ
ー
里
風

◦
期
間
＝
４
月
19
日
㈯
～
５
月
６
日
㉁

◦
場
所
＝
佳
空
窯
展
示
室

　

暮
ら
し
の
中
で
心
に
浮
か
ぶ
モ
チ

ー
フ
や
自
然
を
テ
ー
マ
に
デ
ザ
イ
ン

し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
作
り
で
創
り

上
げ
た
器
た
ち
。

◦
期
間
＝
４
月
19
日
㈯
～
５
月
６
日
㉁

◦
場
所
＝
ふ
た
り
工
房
（
川
口
家
）

　

藍
染
ニ
ッ
ト
と
木
の
ぬ
く
も
り
に

あ
ふ
れ
た
木
工
品
。

◦
期
間
＝
４
月
27
日
㈰
10
時
～
15
時

◦
場
所
＝
冨
田
医
院
敷
地
内
『
峯
雪
庵
』

　

坂
本
繁
二
郎
画
伯
の
奥
様
ゆ
か
り
の

茶
室『
峯
雪
庵
』の
年
１
回
の
一
般
公
開
。

一
席
３
０
０
円
。

◦
期
間
＝
４
月
19
日
㈯
～
５
月
６
日
㉁

◦
場
所
＝
器
工
房 

藤
里
＆
世

　

千
円
以
上
お
買
い
上
げ
の
人
に
は
コ

ー
ヒ
ー
ま
た
は
ウ
ー
ロ
ン
茶
サ
ー
ビ
ス
。

星野村の東端、ミヤシノ地区の斜面に「筑紫
シャクナゲ」約5000本が咲きほこります。若
葉の鮮やかな緑とシャクナゲの淡いピンクの
コントラストは一見の価値があります。
期間中は、地域の皆さんによる「だご汁定食」、

「手作りこんにゃく」などの販売も行われます。
✿期間＝4月16日㈬～ 5月6日㉁
✿会場＝星野村ミヤシノシャクナゲ園
※入園料はありませんが樹木維持のため、募
金にご協力ください。
✿問い合わせ＝星野支所建設経済課

（☎52・3114）

萱葺き屋根のたたずまいと清らかな水が流れ
る男ノ子焼の里で、「れんげ祭り」が行われま
す。のどかな日差しの中で、ゆったりとした時
間を過ごしてみませんか。
◦期日＝4月26日㈯・27日㈰
◦時間＝10時～ 16時
◦会場＝男ノ子焼の里
◦内容＝男ノ子焼登り窯開き・即売会、郷土
料理、農産品販売、もちつき大会など
◦問い合わせ＝男ノ子焼の里（☎22・5432）

蔵
開
き

樋
口
善
造
油
絵
展
　
B

佳
空
窯
工
房
展

器
楽
市
（
き
ら
く
い
ち
）

藍
染
ニ
ッ
ト
・
木
遊
び
展

九
州
北
部
豪
雨
災
害
支
援

江
戸
千
家
チ
ャ
リ
テ
ィ
茶
会

牛
島
保
写
真
展

酒
井
武
雄
鏝
絵
展
　
C

「
惣
利
好
い
と
う
会
」 

ち
ん
ど
ん
パ
レ
ー
ド

4月26日土・27日日

4月16日水～ 5月6日休

男ノ子焼の里れんげ祭り

ミヤシノシャクナゲまつり

◆藤の開花状況
黒木町観光協会ホームページ内のウェブカメラで見ることが
できます。http://www.townkurogi-ta.jp/
◆シャトルバス
▷運行日＝4月27日㈰・29日㈷
▷料金＝大人片道800円（小・中学生半額、小学生未満無料）
※大藤保存協力金としていただきます。
▷コース＝ＪＲ久留米駅西口 →（西鉄久留米駅前日生ビル前）
→ 黒木大藤
◦1便＝10：00 →（10：10）　帰り13：00発
◦2便＝11：00 →（11：10）　帰り14：00発
◆西鉄天神バスセンターからの直行バス
▷運行日＝4月19日㈯・20日㈰・26日㈯・27日㈰・29日㈷
◦西鉄天神バスセンター発　①9：35　②10：35
◦黒木体育センター前発　①14：00　②15：00

◆問い合わせ
▷黒木町観光協会（☎４２・９１９０）
▷黒木総合支所産業経済課（☎４２・１１１５）

「2014茶のくに八女・奥八女イベントカレン
ダー」を折り込んでいます。市内で行われる
イベント等を掲載しています。自宅などで見
えるところに張るなどしてご活用ください。
◦問い合わせ＝市長公室秘書広報係

（☎23・1110）

広報やめ　2014.4.15
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４月１日から子育て支援課に「こども未来係」を新設
します。また、各係の名称を次のように変更します。

♥このページに関する問い合わせ＝子育て支援課（☎ 23・1351）

こども家庭係
（旧・子育て支援係）

こども保育係
（旧・保育所係）

こども未来係
（新　設）

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

係
の
名
称
が

変
わ
り
ま
す

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
赤

ち
ゃ
ん
が
健
や
か
に
成
長
で

き
る
よ
う
に
地
域
で
子
育
て
を
応

援
し
ま
す
。
お
お
む
ね
生
後
４
か

月
ま
で
の
乳
児
が
い
る
家
庭
を
訪

問
し
ま
す
。
児
童
手
当
申
請
時
等

に
あ
な
た
の
地
区
の
訪
問
従
事
者

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
子
育

て
に
関
す
る
悩
み
ご
と
、
聞
き
た

い
こ
と
等
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
必
要
に
応

じ
て
市
の
保
健
師
お
よ
び
保
育
士

が
引
き
続
き
訪
問
し
、
養
育
相
談

や
支
援
を
行
い
ま
す
。

◦
訪
問
従
事
者
と
は
＝
市
の
委
託

を
受
け
た
者
（
民
生
委
員
児
童
委

員
・
主
任
児
童
委
員
）
保
健
師
、

保
育
士
等
で
す
。

◦
訪
問
日
＝
電
話
で
調
整
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
都
合
の
よ
い

日
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
４
月
出
生
児
か

ら
「
や
め
っ
子
夢
祝
金
」

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
誕
生
さ
れ
た
お
子
さ
ま
を
祝

福
し
、
心
身
と
も
に
健
や
か
な

成
長
を
願
い
、
お
子
さ
ま
一
人
に

祝
金（
５
万
円
）を
支
給
し
ま
す
。

父
ま
た
は
母
が
、
出
生
の
日
ま
で

引
き
続
き
３
か
月
以
上
居
住（
住

民
登
録
）
し
て
い
れ
ば
申
請
で
き

ま
す
。
な
お
、
申
請
は
出
生
の

日
か
ら
３
か
月
以
内
で
す
。

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業

や
め
っ
子
夢
祝
金

こんにちは
赤ちゃん

誕
生
さ
れ
た
お
子
さ
ま

に
祝
金
５
万
円

今
年
４
月
１
日
か
ら
市

で
は
、
転
入
さ
れ
た

中
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ま
の

小
・
中
学
校
、
保
育
所
、
幼

稚
園
等
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
援
助
す
る
た
め
「
や
め

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
子
ど
も
応
援
手

当
」
を
支
給
し
ま
す
。

　
な
お
、
申
請
は
支
給
要
件

に
該
当
し
て
か
ら
３
か
月
以

内
で
す
。

◦
支
給
要
件
＝

▽
転
入
後
引
き
続
き
３
か
月

以
上
八
女
市
に
居
住
（
住
民

登
録
）
さ
れ
る
こ
と
。

▽
転
入
日
以
前
１
年
間
以
上

八
女
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
。

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な

い
こ
と
。

◦
支
給
額
＝
転
入
さ
れ
た
中

学
生
ま
で
の
子
ど
も
一
人
当

た
り
３
万
円

※
手
当
の
支
給
は
１
回
限
り

で
、
再
転
入
さ
れ
た
場
合
は

該
当
し
ま
せ
ん
。

やめＵＩターン
子ども応援手当
転入された中学生までの
お子さまに1人当たり３万円支給

ＮＥＷ

子
育
て
支
援
課
の保育所、幼稚園、認定

こども園、学童保育に
関すること

子育て支援事業、ファミ
リー・サポート・センター、
乳児家庭全戸訪問事業

に関すること

児童手当、児童扶養手当
等、やめっ子夢祝金、やめＵ
Ｉターン子ども応援手当等
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子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い

と
き
、フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
講
習

を
受
け
会
員
登
録
す
る
と
、
利
用

で
き
ま
す
。

⃝

１
時
間
当
た
り
の
利
用
料
金
＝

【
月
～
土
】

▽
７
時
～
19
時 

２
百
円

▽
19
時
～
21
時 

４
百
円（
２
百
円
）

【
日
・
祝
日
】

▽
７
時
～
19
時 

４
百
円（
２
百
円
）

▽
19
時
～
21
時 

６
百
円（
４
百
円
）

※
（
　
）
は
ひ
と
り
親
家
庭
の
利

用
料
金
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
や
め
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
３
・
１
５
４
６
）

児
童
が
心
身
と
も
に
健
や
か

に
育
つ
よ
う
に
、
家
庭
児

童
相
談
員
が
支
援
し
ま
す
。
子

ど
も
の
成
長
や
家
庭
で
の
問
題

で
お
悩
み
の
人
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
無
料
。

◦
相
談
日
＝
月
～
金
曜
日

◦
時
間
＝
９
時
30
分
～
16
時

◦
場
所
＝
八
女
市
役
所
家
庭
児

童
相
談
室
　
※
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
☎
２
３・１
４
４
８
）

児
童
手
当
は
、
中
学
校
卒

業
ま
で
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
手
当
の
額
は
、
中
学
生
ま
で

の
児
童
を
対
象
に
、
第
１
子
お

よ
び
第
２
子
は
１
万
円
、
第
３

子
以
降
１
万
５
千
円
（
た
だ
し
、

小
学
生
ま
で
）、
３
歳
未
満
は
１

万
５
千
円
で
す
。
平
成
24
年
６

月
以
降
の
支
給
分
か
ら
所
得
制

限
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。た
だ
し
、

所
得
制
限
者
に
も
児
童
一
人
に
つ

き
５
千
円
支
給
さ
れ
ま
す
。

子どもが病気や病気回復のため、保育所・幼稚園・
小学校を休んでいる時、保護者に代わって子

どもを保育する病児・病後児保育施設「すこやか」「の
びのび」があります。利用するには、本庁・各支所
および施設で事前に登録を行い、利用前日までに施
設へ予約申込を行ってください。
◦利用料金＝
　市内に居住する生活保護世帯の人＝無料
　市内に居住する人＝１日1,000 円
　市内に勤務する人＝１日3,000 円
　それ以外の人＝１日4,000 円

市
内
に
21
か
所
の
保
育
所

（
園
）
が
あ
り
、
生
後

６
か
月
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま

で
の
お
子
さ
ま
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。
就
労
す
る
保
護
者
を

支
援
す
る
た
め
、
延
長
・一
時
・

休
日
保
育
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、保
育
所
（
園
）
に
通
っ

て
い
な
い
幼
児
と
の
交
流
を
図

る
た
め
、
園
庭
開
放
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
保
護
者
の
保
育
料
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
八
女
市
で

は
国
の
基
準
よ
り
階
層
に
応
じ

て
５
千
円
か
ら
７
万
１
千
円
の

減
額
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ファミリー・
サポートセ
ンター

学
童
保
育

事
業

病児・病後児保育

保育事業

「
児
童
手
当
」給
付

共働きなどの
ため家庭で保
育ができない

ときは

放課後等の
子どもの保育

について

子どもが病気、
でも仕事は
休めない

子どもや家庭の
問題で悩んで

いるときは

家
庭
児
童

相
談
室

「すこやか」
（八女市高塚 573-1）

☎ 23・7121

「のびのび」
（黒木町今 548）
☎ 42・0673

子育てを地域で相
互援助するお手伝

いをしています

市
内
に
16
か
所
の
学
童
保
育

所
が
あ
り
、
放
課
後
等
に

保
護
者
が
就
労
な
ど
の
た
め
不
在

と
な
る
家
庭
の
小
学
生
が
利
用
で

き
ま
す
。

⃝

開
所
時
間
＝

【
平
日
】
放
課
後
～
18
時

【
休
業
日
】
７
時
30
分
～
18
時

※
平
日
・
休
業
日
と
も
に
19
時
ま

で
延
長
あ
り

【
日
・
祝
日
】
閉
所

⃝

利
用
料
金
　
月
額
５
５
０
０
円

（
８
月
は
７
０
０
０
円
）

⃝

延
長
料
金
　
１
回
２
０
０
円（
最

大
１
０
０
０
円
ま
で
）

☆
長
期
休
業
期
間
の
み
の
利
用
も

受
け
付
け
ま
す
。（
た
だ
し
、
入
所

者
多
数
の
た
め
長
期
休
業
期
間
の

み
の
利
用
が
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
）
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地
金
と
し
て
再
利
用
で
き
る
小
型

の
金
属
類
や
貴
重
な
金
属
資
源
な
ど

を
含
む
小
型
廃
家
電
、
中
身
が
残
っ

た
ま
ま
出
さ
れ
る
と
爆
発
や
火
災
の

危
険
が
あ
る
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
、
分

け
れ
ば
資
源
と
し
て
利
用
で
き
る
も

の
も
混
じ
っ
た
状
態
で
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
時
に
は
、
び
ん
・
缶
な
ど

の
本
来
資
源
と
す
べ
き
も
の
ま
で
、

洗
わ
ず
に
そ
の
ま
ま
不
燃
ご
み
と
し

て
出
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
処
理
量

は
近
隣
の
市
町
と
比
較
し
て
約
４
割

程
度
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
限
り
あ
る
貴
重
な

資
源
を
む
だ
に
処
分
し
て
し
ま
っ
て

い
る
ば
か
り
か
、
そ
の
処
理
に
係
る

経
費
も
多
く
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
結

果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
こ
れ
ら
の
不
燃
ご
み
を
さ
ら
に

分
別
し
、
再
資
源
化
と
減
量
化
を
図

る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
本
市
全
体

で
新
た
な
分
別
に
取
り
組
み
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
出

し
方
が
変
わ
り
ま
す
。

ひ
ど
く
錆
び
て
い
る
も
の
は

「
ガ
ラ
ス
・
陶
器
類
・
そ
の
他

の
燃
え
な
い
ご
み
」
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

電
気
・
電
池
で
動
く
製
品

で
専
用
の
コ
ン
テ
ナ
（
60

×
40
×
30
㌢
）
に
収
ま
る

も
の
。

※
コ
ー
ド
、
ケ
ー
ブ
ル
類

も
受
け
付
け
ま
す
。

※
小
型
テ
レ
ビ
・
フ
ァ
ン

ヒ
ー
タ
ー・電
気
カ
ー
ペ
ッ

ト
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

中
身
を
使
い
切
っ
た
う
え
で
、

必
ず
穴
を
開
け
て
ガ
ス
を
抜

い
て
く
だ
さ
い
。

①
～
③
以
外
の
燃
え
な
い
ご
み

燃
え
な
い
ご
み
の
出
し
方
が
変
わ
り
ま
す

燃
え
な
い
ご
み
の

中
身
を
見
て
み
る
と

①
小
型
の
金
属
類

②
ス
プ
レ
ー
缶

③
小
型
廃
家
電

④
ガ
ラ
ス
類
・
陶
器
類
・

そ
の
他
の
燃
え
な
い
ご
み

【例】
包丁、ハサミ、なべ、ヤカン、金属
キャップ、缶詰のふた、ビールの栓
などの地金　※金属を主とする製品

【例】
ヘアスプレー缶、殺虫剤のスプレー
缶、消臭剤のスプレー缶、カセット
ボンベの缶など

【例】
パソコン、電
子レンジ、ド
ライヤーなど

【例】
割れた植木鉢・蛍光管、油の入っ
ていたびん、化粧品のびんなど

◦問い合わせ＝社会環境課（☎２３・１４６２）

①～④は各行政区の置き場に専用の
「コンテナ」を準備しますので、品目
ごとに分けて入れていただきますよう
お願いします。

中
身
が
入
っ
た
ま
ま
の

び
ん
や
缶
は
出
せ
ま
せ
ん
。

必
ず
持
ち
帰
っ
て
中
身
を

使
い
切
り
、
洗
っ
て
資
源

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
袋
に
入
れ
た
ま
ま

や
分
別
し
な
い
ま
ま
で
出
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

特
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
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平
成
25
年
９
月
か
ら
長
峰

校
区
を
モ
デ
ル
地
区
に
指
定

し
、
燃
え
な
い
ご
み
の
分
別

に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
（
そ
の
後
、
外
の
行
政

区
も
順
次
実
施
）。

そ
の
結
果
は
、
グ
ラ
フ
で

示
す
よ
う
に
約
４
割
の
資
源

化
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
（
長
峰
校
区
の
９
月
か
ら

12
月
ま
で
の
平
均
値
）。

【
分
別
方
法
】

資
源
ご
み
置
き
場
に
回
収
容
器
（
袋
）
を
準

備
し
て
い
ま
す
の
で
、
汚
れ
を
落
と
し
て
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

【
分
別
方
法
】

白
色
ト
レ
イ
と
有
色
ト
レ
イ
に
分
け
て
資
源

ご
み
置
き
場
の
回
収
容
器
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。

対象は飲料用ボトルのキャッ
プです。調味料・ドレッシン
グのふた、金属キャップは出
せません。

発砲トレイのみです。カップ
めんなど油で汚れたものや弁
当ガラ、折詰の容器など硬
質の容器は対象外です。

４
月
か
ら
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
と

有
色
ト
レ
イ
を
行
政
区
内
の
資
源
ご
み
置

き
場
で
回
収
し
ま
す
。

※
詳
し
い
分
別
方
法
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
八
女
市
ご
み
出
し
日
程
表
（
カ
ラ
ー
刷
り
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

分
別
の
効
果

ペットボトルキャップ

有色トレイ

ガラス類、陶器類、
その他の燃えない
ごみ

※八女西部クリーン
センターで費用をか
けて処分されます。

※希少金属を回収
します。

※金属資源として
回収をします。

小型家電

スプレー缶
小金属

ひどく汚れたものは回収できません

調味料のふたや金属製ものは回収できません

白色トレイのみ 有色トレイのみ

63％

資源化されたごみ 37％

燃えないごみを分別すると・・・

処分するごみ 63％

18％

13％
6％

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
と

有
色
ト
レ
イ
も
リ
サ
イ
ク
ル
！

混ぜれば「ごみ」、分ければ「資源」

×
×× ×

×

○
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路
線
バ
ス
は
、
朝
夕
の
通
勤
通

学
を
始
め
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を

支
え
る
大
切
な
交
通
手
段
で
す
。

し
か
し
、
利
用
者
の
減
少
に
伴
い
、

全
国
で
次
々
に
路
線
が
廃
止
さ
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
私
た
ち
の

ま
ち
に
大
切
な
バ
ス
を
残
し
て
い
く

た
め
に
、
一
層
の
バ
ス
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
堀
川
バ
ス
で
は
、
土
日
祝
日
に

利
用
で
き
る
「
一
日
乗
車
券
」
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
土
日
祝
日
に

運
行
し
て
い
る
「
平
山
温
泉
行
き
」

な
ど
堀
川
バ
ス
全
線
が
、
１
日
乗

り
放
題
に
な
る
便
利
で
お
得
な
乗

車
券
で
す
。
ま
た
、堀
川
バ
ス
で
は
、

65
歳
以
上
の
人
で
運
転
免
許
証
を

自
主
返
納
さ
れ
た
人
に
「
運
転
免

許
証
返
納
割
引
証
」
を
発
行
し
て

い
ま
す
。
運
賃
支
払
の
際
に
ご
提

示
い
た
だ
く
と
、
運
賃
が
半
額
に

な
る
お
得
な
割
引
証
で
す
。
堀
川

バ
ス
全
線
で
使
え
ま
す
。
乗
合
タ

ク
シ
ー
と
路
線
バ
ス
を
乗
り
継
げ

ば
、
行
動
範
囲
も
広
が
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
堀
川
バ
ス
㈱

（
☎
２
３
・
６
１
２
８
）

※
免
許
を
返
納
さ
れ
た
65
歳
以
上

の
人
に
は
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

を
無
料
で
交
付
す
る
制
度
も
あ
り

ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課

（
☎
２
３
・
１
１
１
５
）

　
市
は
、
西
日
本
鉄
道
㈱
と
高
速

バ
ス
利
用
者
専
用
駐
車
場
の
設
置

や
定
期
券
、
回
数
券
の
発
行
な
ど
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
福
岡
都

市
圏
へ
の
通
勤
通
学
の
利
便
性
を
高

め
、
定
住
促
進
と
地
域
活
性
化
を

図
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

▼
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場

　
今
月
で
オ
ー
プ
ン
２
周
年
と
な

る
高
速
バ
ス
利
用
者
専
用
駐
車
場

は
、
1
日
平
均
27
台
が
入
庫
し
、

多
い
日
は
50
台
近
く
が
駐
車
し
て

い
ま
す
。
駐
車
料
金
は
、
サ
ー
ビ
ス

券
（
帰
り
の
バ
ス
で
乗
務
員
に
申
し

出
て
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
）
が
あ

れ
ば
、
24
時
間
以
内
は
１
０
０
円

で
ご
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
定
期

券
を
購
入
し
た
人
は
無
料
で
利
用

で
き
る
特
典
が
あ
り
ま
す
。

▼
定
期
券
・
回
数
券

　
八
女
イ
ン
タ
ー
バ
ス
停
と
福
岡

（
天
神
、
博
多
駅
、
福
岡
空
港
）
を

結
ぶ
高
速
バ
ス
で
使
え
る
「
茶
の

く
に
八
女
定
期
券
」「
茶
の
く
に
八

女
回
数
券
」
の
ご
利
用
も
好
調
で
、

毎
月
、
定
期
券
は
35
枚
前
後
、
回

数
券
は
１
２
０
冊
前
後
ご
購
入
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　「
茶
の
く
に
定
期
券
」（
１
か
月
）

は
、
消
費
税
増
税
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
引
き
続
き
八
女
市
民
に
の
み

２
万
７
千
円
に
据
え
置
い
て
販
売
さ

れ
、
福
岡
都
心
エ
リ
ア
乗
り
放
題
の

特
典
付
き
定
期
券
も
プ
ラ
ス
千
円

に
据
え
置
き
で
す
。
一
般
価
格
よ
り

３
８
６
０
円
、
都
心
フ
リ
ー
付
き
は

３
８
９
０
円
も
お
得
で
す
。
購
入
に

は
市
が
発
行
す
る
証
明
書
が
必
要

で
す
。
茶
の
く
に
回
数
券
は
４
枚

綴
り
４
７
２
０
円
（
１
枚
当
た
り
１

１
８
０
円
）
で
、
観
光
物
産
館
「
と

き
め
き
」
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
高
速
バ
ス
の
運

行・駐
車
場・定
期
券・回
数
券
（
西

鉄
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７

０
・
０
０
・
１
０
１
０
）　

▽
茶
の

く
に
八
女
定
期
券
購
入
証
明
書（
地

域
支
援
課
☎
２
３
・
１
２
２
４
）

　
平
成
22
年
に
運
行
を
開
始
し
た

八
女
市
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、

「
ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
」
の
愛
称
で
、

好
評
運
行
中
で
す
。
平
日
の
８
時

か
ら
16
時
ま
で
、
電
話
で
の
ご
予

約
に
応
じ
て
、
利
用
者
の
玄
関
か

ら
目
的
地
の
玄
関
ま
で
送
迎
い
た

し
ま
す
。
乗
り
合
い
の
た
め
、
予

約
が
取
れ
な
い
場
合
や
送
迎
時
間

が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、
利
用
者
の
ご
理
解
の
も
と
、

地
域
に
親
し
ま
れ
る
公
共
交
通
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
に
は
、

事
前
に
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
支
援
課

（
☎
２
３
・
１
２
２
４
）

市
で
は
、
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
に

向
け
て
、
路
線
バ
ス
の
維
持
や
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
運
行
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ

ド
事
業
な
ど
公
共
交
通
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

路
線
バ
ス

乗
合
タ
ク
シ
ー

高
速
バ
ス

公
共
交
通
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

利用区分 サービス
券あり

サービス
券なし

入庫から24時間以内 100円
1000円

入庫から48時間以内 200円

48時間以上24時間ごと プラス
300円

プラス
500円

※送迎利用の場合、入庫から30分以内は無
料です。
※定期券購入者は無料でご利用できます。

▽駐車料金のご案内

「茶のくに定期券」
消費税増税でも八女市民のみ
2 万７千円にお値段据え置き！

「運転免許証返納割引証」取得手続き方法
運転免許を自主返納すると堀川バスの運
賃が半額になります。

※対象者は有効期限がある運転
免許証をお持ちの65歳以上の人
です。
※手続きは無料です。
※他の割引とは併用できません。

▷警察署受付時間（平日9時～16時30分）
▷堀川バス受付時間（平日9時～18時）

運転免許証を持って八女警察署交
通課へ行き、「申請による運転免許
の取消通知書」を発行してもらう。

堀川バスに通知書を持参し、「運
転免許証返納割引証」を受け取る。

運賃支払い時に「割引証」を見せ
ると、運賃が半額になります。

1

2

3

お得です！

65歳以上
の人限定
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狂
犬
病
は
大
変
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
発
症
後
の
死
亡
率
は

ほ
ぼ
１
０
０
％
で
、
現
在
も
確
立
し
た
治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
日
本
で
は
狂
犬
病
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
の
周

辺
国
を
含
む
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
依
然
と
し
て
発
生
し
て

い
ま
す
。
日
本
は
常
に
侵
入
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
万
一の
侵
入
に
備
え
た
対
策
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

犬
を
飼
う
際
に
は
、
市
区
町
村
へ
の
登
録
と
鑑
札
の
装
着
、

年
に
一
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
狂
犬
病
予
防
法
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

※4月13日㈰は休日の集団接種を行います。

日にち 場　　　　　所 時　　間

4月2日㈬ 八女
三河小学校 10:30 ～ 11:30
長峰小学校（体育館横） 13:30 ～ 15:00

4月3日㈭ 八女
JA東部センター（JA忠見支所跡） 10:30 ～ 11:30
上妻小学校（北側駐車場） 13:30 ～ 14:15
八女市西公民館 14:40 ～ 15:10

4月4日㈮ 立花
八女市立花体育館 10:15 ～ 11:30
白木コミュニティセンター 13:30 ～ 14:00
北山コミュニティセンター 14:30 ～ 15:30

4月7日㈪ 八女 室岡公民館 13:30 ～ 15:00

4月13日㈰
八女 八女市役所前駐車場 09:30 ～ 11:30
黒木 黒木総合支所前駐車場 13:30 ～ 15:00

4月15日㈫ 星野

小野１区多目的集会施設 10:15 ～ 10:40
長尾地区農村集落センター 10:55 ～ 11:15
耳納館 11:25 ～ 11:50
上郷地域交流センター 13:15 ～ 13:35
星野支所駐車場 14:00 ～ 15:00

4月16日㈬

八女 八女市東公民館 10:30 ～ 11:30

黒木
ＪＡふくおか八女黒木支店（田代） 13:30 ～ 14:00
神露淵集荷場 14:30 ～ 14:50
串毛コミュニティセンター 15:20 ～ 15:50

4月17日㈭ 黒木
豊岡コミュニティセンター 10:30 ～ 11:30
笠原東交流センター 13:30 ～ 13:50
笠原集会所 14:10 ～ 14:30

4月18日㈮

黒木
大淵小学校車庫 10:00 ～ 10:30
平野肥料倉庫 11:15 ～ 11:35

矢部
八女市矢部公民館 13:10 ～ 13:40
高巣地区集会場 13:55 ～ 14:15
飯干地区集会場 14:35 ～ 14:55

4月22日㈫ 上陽

八女市上陽保健センター 10:00 ～ 11:00
農村婦人の家しらべ 11:30 ～ 11:50
研修センター発心 13:20 ～ 13:50
コミュニティセンター耳納 14:30 ～ 15:00

5月8日㈭ 八女
下津江公民館 09:50 ～ 10:30
八女市東公民館 11:00 ～ 11:40
八女市役所裏駐車場 13:30 ～ 15:00

5月9日㈮
黒木 JA木屋ライスセンター 10:30 ～ 11:30

立花
辺春コミュニティセンター 13:30 ～ 14:00
旧下辺春小学校（菜の花の丘） 14:30 ～ 15:00

5月13日㈫
星野 星野支所駐車場 10:00 ～ 10:30
上陽 八女市上陽保健センター 11:10 ～ 11:30
八女 長峰小学校（体育館横） 13:30 ～ 14:30

5月14日㈬

矢部 八女市矢部公民館 10:15 ～ 10:45

黒木
大淵小学校車庫 11:25 ～ 11:45
八女市黒木体育館 13:15 ～ 13:55
豊岡コミュニティセンター 14:15 ～ 14:45

5月15日㈭ 立花
八女市立花体育館 13:00 ～ 14:00
北山コミュニティセンター 14:30 ～ 15:10

犬の登録および狂犬病予防集団注射日程表 ４
月
か
ら
狂
犬
病
予
防
注
射
の

集
団
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。

お願い
▷当日は案内ハガキにある問診票を記入の上、持参して
ください。
▷予防注射には犬が動かないようにできる人が連れて
きてください。必ず首輪・リードの装着をお願いします。
▷飼い犬の死亡、飼い主の住所変更等は、社会環境課
または各支所へ届けてください。
▷八女市内すべての会場で注射を受けることができま
す。日程表をご覧ください。注射は時間厳守、雨天決行
で行います。
▷なるべくお釣りが要らないようにお願いします。

料金
▷狂犬病予防注射手数料＝３，１５０円
　(注射済票交付料含) 
※未登録犬には別途、新規登録料として３，０００円が
必要です。

問い合わせ
▷社会環境課（☎２３・１４６２）
▷黒木総合支所市民生活福祉課（☎４２・１４６３）
▷立花支所市民生活福祉課（☎２３・４９３３）
▷上陽支所市民生活福祉課（☎５４・２２１８）
▷矢部支所市民生活福祉課（☎４７・３１１１）
▷星野支所市民生活福祉課（☎５２・３１１３）

ボクらの
ため

にもちゃ
んと

してワン！

65歳以上
の人限定
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最
近
、
身
体
の
衰
え
が
気
に
な
る
と
い

う
人
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。
年

齢
と
と
も
に
現
れ
る
心
身
の
衰
え
は
、
鍛
え

る
こ
と
で
機
能
低
下
を
防
ぎ
、
向
上
さ
せ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
八
女
市
で
は
、
対
象
と

な
る
人
に「
介
護
予
防
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

を
お
届
け
し
ま
す
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
お
元

気
で
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
今
の

自
分
の
状
態
を
知
っ
て
、
介
護
予
防
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

◦
「
介
護
予
防
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の

対
象
と
な
る
人
と
調
査
方
法
は
？

平
成
26
年
度
に
65
歳
に
な
ら
れ
た
「
ひ
と
り

暮
ら
し
」
ま
た
は
「
高
齢
者
の
み
の
世
帯
」

の
人
は
、
担
当
の
民
生
委
員
児
童
委
員
に
依

頼
し
て
い
ま
す
。

◦
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
？

　
ま
ず
「
介
護
予
防
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
に
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
長
寿
課
に
て
採
点
後
、
該
当
す
る
人
に

は
市
か
ら
状
態
に
応
じ
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
利
用
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★
ぜ
ひ
と
も
、
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め

の
総
合
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
健
康
づ

く
り
や
心
身
の
機
能
の
維
持
・
増
進
の
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
予
防
教
室
を
行
っ
て
い

ま
す
。
市
の
保
健
師
が
各
家
庭
に
伺
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
相
談
に
応
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
介
護
予
防
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

で
、
心
身
の
状
態
を
確
認
し
、
毎
日

の
介
護
予
防
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

介護予防基本チェックリストの流れ

介護予防基本チェックリストの質問
の「はい」または「いいえ」の欄にチェッ
クをつける

民生委員児童委員を通じて市に提出

市でチェックリストを判定

介護長寿課から介護予防事業のご
案内をします

▽介護長寿課高齢者支援係（☎23・1308）
▽黒木総合支所 市民生活福祉課（☎42・1114）
▽立花支所 市民生活福祉課（☎23・4933）
▽上陽支所 市民生活福祉課（☎54・2218）
▽矢部支所 市民生活福祉課（☎47・3111）
▽星野支所 市民生活福祉課（☎52・3113）

○しっかり貯筋体操教室
○筋力向上トレーニング教室
○元気アップ・筋力アップ教室
○はつらつ健康教室　など

《問い合わせ》

　
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、

被
保
険
者
を
対
象
に
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
お
よ
び
早
期
発
見
・
早
期
治

療
を
目
的
と
し
て
健
康
診
査
を
実
施
し
ま

す
。
被
保
険
者
全
員
に
、
4
月
下
旬
に

受
診
票
と
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

◦
受
診
対
象
者
＝
被
保
険
者
。
た
だ
し
、

健
康
診
査
の
目
的
か
ら
、
生
活
習
慣
病

(

※)

の
治
療
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
は

対
象
者
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
生
活
習
慣
病
と
は
、
糖
尿
病
、
高
血
圧

症
、
脂
質
異
常
症
そ
の
他
の
疾
病
で
、
内

臓
脂
肪
の
蓄
積
に
起
因
す
る
も
の
で
す
。

◦
受
診
期
間
＝
平
成
26
年
4
月
下
旬
か

ら
平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
（
年
１
回
）

◦
受
診
票
の
送
付
時
期
＝

ア
平
成
26
年
4
月
末
現
在
で
被
保
険
者

の
人
…
…
４
月
下
旬

イ
平
成
26
年
5
月
以
後
に
被
保
険
者
と

な
る
人
…
…
被
保
険
者
と
な
る
月
（
75
歳

の
誕
生
月
な
ど
）
の
上
旬

◦
受
診
時
の
自
己
負
担
金
＝
一
人
５
百
円

◦
受
診
の
方
法
＝
健
康
診
査
の
実
施
医
療

機
関
で
個
別
に
予
約
の
上
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

〒812-0044

福
岡
市
博
多
区
千
代
四
丁

目
1
番
27
号
（
福
岡
県
自
治
会
館
5
階
）

☎
０
９
２
６
５
１
・
３
１
１
１

　しは春から夏にかけて色鮮やかで美しい花
を咲かせますが、麻薬の原料となるため、

「あへん法」「麻薬及び向精神薬取締法」により、
栽培や所持などが禁止されている種類がありま
す。違法と知らずに、住宅の庭先などに植えら
れていることがあります。見かけた人は、南筑後保健福祉
環境事務所または最寄りの警察署にご連絡ください。

http://www.mhlw.go.jp/houdou/2009/04/
dl/h0424-1a.pdf
問い合わせ＝県南筑後保健福祉環境事務所
企画指導係（薬務担当）☎0944・72・2111（代）

は
じ
め
て
い
ま
す
か
？

「
介
護
予
防
」

～ 自分を知る
ことが介護予
防の第１歩 ～

【植えてはいけないけし】
ソムニフェルム種、セティゲルム種、ハ
カマオニゲシ

【植えてはいけない「けし」の特長】 
◦茎は太くしっかりしており、大きいもの
は草丈が１ｍ以上になる。◦葉や茎など
の外観は、キャベツのような白味を帯び
た緑色をしている。◦葉、茎、つぼみの
表面には、ほとんど毛がない。◦葉は茎
を巻き込むようについている。◦花は白、
ピンク、赤、うす紫色で、一重咲（花び
ら 4 枚）、八重咲がある。◦花期が終わ
ると長円形または円形のかなり大きなさく
果（けしぼうず）をつける

不
正
大
麻 

・ 

け
し
撲
滅
運
動

健康診査のお知らせ

後
け

後期高齢者
医療広域連合

セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム

ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル
ム（
八
重
咲
）

ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル
ム
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　在宅の重度心身障害者（児）に、タクシー初乗り料
金分を助成します。月２枚で、申請した月から来年３
月までのチケットを交付します。（人工透析者は月４枚）
施設入所および入院中の人は該当しません。
◦対象＝次のすべてに該当する人
①非課税世帯の人②自動車税などの減免を受けてい
ない人③身体障害者手帳１級・２級、療育手帳Ａ、精
神障害者保健福祉手帳１級をもつ人
※タクシー乗務員に身障者手帳、療育手帳を提示す
れば運賃が１割引となります。
◦持参するもの＝手帳、印鑑
◦申込・問い合わせ＝
福祉課（☎ 23・1335）／黒木総合支所（☎ 42・1114）
立花支所（☎ 23・4933）／上陽支所（☎ 54・2218）
矢部支所（☎ 47・3111）／星野支所（☎ 52・3113）

　
聴
覚
・
音
声
・
言
語
機
能
の
し
ょ

う
が
い
の
た
め
、
意
思
の
疎
通
を

図
る
こ
と
に
支
障
が
あ
る
人
た
ち

に
、
手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者

を
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、
意
思

の
疎
通
を
円
滑
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
事
業
で
す
。
利
用
を
希

望
さ
れ
る
人
は
身
体
障
害
者
手
帳

お
よ
び
印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
、

申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

派
遣
登
録
い
た
だ
け
る
手
話
通
訳

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
（
申
請
・
登
録
）

＝
福
祉
課
し
ょ
う
が
い
者
福
祉
係

（
☎
２
３
・
１
３
３
５
）

　

障
害
者
等
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

「
リ
ー
ベ
ル
」
を
福
島
小
学
校
南
側

◦
開
催
期
間
＝
５
月
30
日
㈮
～
１

月
23
日
㈮

◦
会
場
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

◦
講
座
内
容
＝
実
技
は
パ
ソ
コ
ン

コ
ー
ス
と
手
書
き
コ
ー
ス
に
分
か
れ

る
。
両
コ
ー
ス
受
講
可
能
。
申
し

込
み
の
際
、
コ
ー
ス
（
手
書
き
・
パ

ソ
コ
ン
）
を
明
記
。 

パ
ソ
コ
ン
コ
ー

ス
受
講
者
は
、
Ｖ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
以
上

の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
持
参
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
不
可
。　
　
　

◦
受
講
料
＝
無
料
※
但
し
テ
キ
ス

ト
代
３
４
０
０
円
、
実
習
材
料
代

８
０
０
円

◦
対
象
人
数
＝
20
人

〈
受
講
の
た
め
の
事
前
試
験
〉

５
月
23
日
㈮
10
時
～
11
時
／
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
６
研
修
室
／

筆
記
用
具
持
参
／
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

希
望
者
は
タ
イ
ピ
ン
グ
の
試
験
も

行
う
の
で
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
持
参

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
往
復
は
が

き
で
住
所・氏ふ

り
が
な名・

電
話
番
号・フ
ァ

ク
ス
番
号・
年
齢
・
職
業
・
受
講
コ
ー

ス
（
手
書
き
・
パ
ソ
コ
ン
）
を
記
入

の
上【
福
岡
県
聴
覚
障
害
者
協
会
】

（
〒816-0804

春
日
市
原
町
３

―
１
―
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

３
階
）
に
５
月
14
日
㈬
必
着

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
聴
覚
障
害
者
協

会
（
☎
０
９
２・５
８
２・２
４
１
４
）

福
岡
県
要
約
筆
記
者

養
成
講
座

ご利用ください
各種支援

正
門
付
近
の
近
藤
ビ
ル
に
開
設
し

て
い
ま
す
。
し
ょ
う
が
い
者
や
そ

の
家
族
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
の
提
供
お
よ
び
助
言
を
行
う

と
と
も
に
、
し
ょ
う
が
い
者
の
権

利
擁
護
の
た
め
の
必
要
な
援
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
障
害
者
等
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
「
リ
ー
ベ
ル
」

（
☎
２
２
・
２
６
１
０
）

　

精
神
保
健
福
祉
士
等
の
専
門
職

員
が
、
医
療
、
福
祉
お
よ
び
地
域

の
社
会
基
盤
と
の
連
携
強
化
の
調

整
等
を
行
う
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
Ⅰ
型
を
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

「
リ
ー
ベ
ル
」
お
よ
び
筑
水
会
病
院

内「
ゆ
う
ゆ
う
」（
八
女
市
吉
田
）に
、

機
能
訓
練
・
社
会
適
応
訓
練
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
Ⅱ
型
を
「
陽
だ
ま
り

の
里
」（
八
女
市
本
）
お
よ
び
「
ふ

ら
っ
ち
広
場
」（
八
女
市
本
村
）
等

に
開
設
し
て
い
ま
す
。

▽
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅰ
型

☎
２
２
・
２
６
３
０
（
ゆ
う
ゆ
う
）

▽
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅱ
型

☎
３
０・３
０
５
５（
陽
だ
ま
り
の
里
）

☎
２
４・３
０
２
２（
ふ
ら
っ
ち
広
場
）

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅱ
型

「
ほ
ほ
え
み
」
の
事
業
の
一
部
を
大

正
町
商
店
街
の
「
ふ
ら
っ
ち
広
場
」

に
開
設
し
て
い
ま
す
。
八
女
市
に

お
住
ま
い
の
し
ょ
う
が
い
者
の
人
や

地
域
の
人
が
交
流
で
き
る
場
と
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。「
ふ
ら
っ
ち

広
場
」
に
は
し
ょ
う
が
い
者
の
人
た

ち
が
作
っ
た
作
品
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
八
女
作
業
所
や
筑
後

特
別
支
援
学
校
の
人
が
作
製
し
た

物
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
八
女

市
内
に
お
住
ま
い
の
人
な
ら
、
だ
れ

で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◦
開
館
時
間
＝
▽
火・水・木（
10
時

～
17
時
）▽
土・日（
10
時
～
16
時
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
（
☎
２
４
・
３
０

２
２
）

し
ょ
う
が
い
に
関
す
る
相
談・助
言
、
情
報
提
供
、

各
種
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
し
ょ

う
が
い
し
ゃ
福
祉
係
（
☎
２
３・１
３
３
５
）

福 祉
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

相
談
支
援
事
業

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

ふ
ら
っ
ち
広
場

八女市役所

八女グリー
ンホテル

福島小学校

清水町交差点

リーベル

在宅のしょうがい者に
タクシー料金の一部を助成します

ふらっち広場の催し物は毎月
15日号で紹介しています。
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なぜ なぜ 人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

▼
本
当
に
人
の
た
め
に
働
く
と
い
う
の
は
、

人
の
役
に
立
つ
こ
と
、
人
が
喜
ぶ
こ
と
な

ど
、
自
分
で
は
な
い
他
人
の
た
め
に
な
る

こ
と
な
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら

家
や
学
校
で
誰
か
が
困
っ
た
り
し
て
い
た

ら
、
手
伝
っ
た
り
し
て
身
に
つ
け
て
い
っ
た

ら
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

（
西
口
桃
子
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ご
み
荘
）

▼
職
場
体
験
の
前
は
、
や
り
が
い
や
家
族

の
た
め
に
働
い
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
い
た

け
ど
、
こ
の
ほ
か
に
も
働
く
こ
と
で
自
分

の
成
長
や
誰
か
と
支
え
合
っ
て
生
き
る
た

め
に
働
い
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の

経
験
を
こ
れ
か
ら
生
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
馬
場
咲
衣
・
さ
い
し
ょ
う
じ
幼
稚
園
）

▼
職
場
体
験
を
通
し
て
、
人
は
人
の
た
め

に
働
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

お
客
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
頑

張
っ
て
食
材
を
作
る
生
産
者
と
、
そ
の
食

材
を
さ
ら
に
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
う
た

め
に
加
工
す
る
人
と
、
そ
の
お
い
し
い
食

材
を
買
っ
て
食
べ
る
人
の
３
つ
の
立
場
が

あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。（
馬
場
龍
之

介
・
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
よ
ら
ん
野
）

▼
ま
ず
は
生
き
て
い
く
た
め
、
そ
し
て
人

の
た
め
だ
と
思
っ
た
。
体
験
を
通
し
て
気

付
い
た
の
は
、
お
客
様
の
笑
顔
や
お
い
し

い
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
。
そ
の
た
め

に
お
い
し
い
商
品
を
作
る
と
い
う
仕
事
に

対
す
る
や
り
が
い
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ

の
仕
事
を
続
け
ら
れ
「
働
く
」
の
だ
ろ
う

と
思
っ
た
。

（
川
口
聖
吾
・
江
﨑
食
品
有
限
会
社
）

▼
職
場
体
験
を
通
し
て
、「
お
い
し
か
っ
た

よ
」
と
か
「
が
ん
ば
っ
て
ね
」
と
言
わ
れ

た
の
で
、お
客
さ
ん
に
「
お
い
し
か
っ
た
よ
」

な
ど
と
言
わ
れ
る
の
が
う
れ
し
い
か
ら
働

く
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
三
代
大
翔
・
麺
楽
）

▼
最
初
は
自
分
の
た
め
や
家
族
の
た
め
だ

け
に
働
く
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
社
会
の

た
め
に
も
働
い
て
い
る
ん
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。（
松
門
雷
蔵・株
式
会
社
大
石
石
油
）

◆
例
年
以
上
に
き
ち
ん
と
大
き
な
声
で
あ

い
さ
つ
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
仕
事
も
積

極
的
に
や
っ
て
い
た
だ
き
、
助
か
り
ま
し

た
。

◆
体
験
も
２
日
目
に
な
る
と
、
園
児
と
遊

ん
だ
り
身
支
度
を
手
伝
っ
た
り
と
、
積
極

的
に
動
か
れ
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
一

生
懸
命
、
て
い
ね
い
に
園
児
と
関
わ
っ
て

く
だ
さ
り
感
謝
し
ま
す
。

◆
緊
張
し
な
が
ら
も
頑
張
っ
て
２
日
間
の

研
修
を
終
了
さ
れ
た
こ
と
、私
た
ち
ス
タ
ッ

フ
か
ら
も
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

未
来
へ
の
扉
を
拓ひ

ら

く 

職
場
体
験

私
た
ち
の
周
り
に
は
実
に
多
く
の
職
業
が
あ
り
、
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
日
常
生
活
を
支

え
る
大
切
な
仕
事
で
す
。
一
方
で
、
子
ど
も
た
ち
は
小
学
校
や
中
学
校
で
の
社
会
見
学
や

職
場
体
験
な
ど
を
通
し
て
、
将
来
の
夢
を
思
い
描
き
、
働
く
こ
と
の
大
切
さ
や
そ
の
意

味
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
中
で
子
ど
も
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
、
学
ん
で
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
西
中
学
校
１
年
生
に
よ
る
２
日
間
の
職
場
体
験
の
様
子
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

「
そ
の
狙
い
は
…・・・」　

西
中
学
校
長　

橋
爪
英
典
先
生

　

本
校
で
は
昨
年
度
よ
り
、
そ
れ

ま
で
２
年
生
で
実
施
し
て
い
た
職
場

体
験
を
１
年
生
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
理
由
は
、
働
く
こ
と
の
意

義
や
大
変
さ
の
一
端
を
少
し
で
も
早

く
実
感
し
て
、
中
学
校
卒
業
後
の
進

路
選
択
に
生
か
し
て
も
ら
う
た
め
で

す
。
多
く
の
生
徒
た
ち
は
、
中
学
校

卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
は
漫
然
と

し
か
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と

は
、
あ
る
意
味
で
は
当
然
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
働
く
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
が
な
い
か
ら
で
す
。
今
回
の
職
場

体
験
が
そ
の
第
一
歩
と
な
り
、
自
分

の
進
路
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
っ
て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

人
は
何
の
た
め
に

「
働
く
」の
か
？

生
徒
の
感
想
よ
り
※（
　
）
内

は
生
徒
名・
事
業
所
。
敬
称
略

事
業
所
か
ら
の
感
想
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平成26 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局
【未来を担う子どもの教育及び少子化対策事業】
・匿名１件
【環境保全事業】
・櫻木　康男（熊本県熊本市）
・鈴木　茂一郎（京都府京都市）
【その他市長が必要と認める特定の事業】
・政次　春男（八女市川犬）
２月末現在累計額＝２８９２万８９０４円

　
４
月
の
企
画
展
は
昨
年
９
月
に
亡
く
な
ら
れ
た

橋
本
長
年
さ
ん
の
遺
作
展
で
す
。
橋
本
さ
ん
は
主

に
水
彩
で
幻
想
的
な
絵
画
創
作
に
励
ま
れ
る
中
、

昭
和
57
年
、
ふ
る
さ
と
再
発
見
と
地
域
活
性
化
の

た
め
に
始
ま
っ
た
「
八
女
ふ
る
さ
と
カ
レ
ン
ダ
ー
」

の
作
成
に
、
そ
し
て
八
女
文
化
連
盟
会
長
の
要
職

に
と
、
東
奔
西
走
さ
れ
な
が
ら
八
女
の
文
化
、
芸

術
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
、
発
刊
30
年
の
節
目
を
迎
え
て
「
カ

レ
ン
ダ
ー
30
年
史
」
作
成
を
提
唱
さ
れ
、
ほ
と
ん

ど
一
人
で
２
７
１
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
見
事
な
「
30

年
記
念
誌
」
を
編
さ
ん
し
、
発
刊
に
努
め
ら
れ
ま

し
た
。
橋
本
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
作
品
の
数
々
を

多
数
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
４
月
１
日
㈫
～
４
月
27
日
㈰

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流

館
（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

橋
本
長
年
遺
作
展

横町町家
交流館
4月の催し

ふるさと支援寄附のお礼 ※敬称略

本田仁〇加
4月5日㈯18時～
大淵本田地区（黒木）

 ほんだにわか

　大正時代から祭礼の余興として催されていた黒
木弁での「にわか」です。戦中戦後、後継者がい
なく途絶えていましたが、地元有志により平成 3 年
に復活しました。女装した役者などがどぎつい化粧
をして黒木弁で語ります。
◦問い合わせ＝黒木総合支所産業経済課

（☎ 42・1115）

こ
の
運
動
は
、
広
く
国
民
に

交
通
安
全
思
想
の
普
及
・

浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵

守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

を
習
慣
付
け
る
と
と
も
に
、
国

民
自
身
に
よ
る
道
路
交
通
環
境

の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事

故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
ま
す
。
八
女
市
に
お
い

て
も
、皆
さ
ん
と
一
緒
に
、マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
に
心
が
け
、
交
通
事
故
を

起
こ
さ
な
い
・
あ
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
支
援
課
防

災
安
全
係
（
☎
２
３
・１
７
３
１
）

◦飲酒運転の撲滅
◦自転車の安全利用の推進
◦すべての座席のシートベルトとチャ
イルドシートの正しい着用の徹底

春の交通安全運動 ４月６日㈰
 ～１５日㈫
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立花の梅をたくさんの
人に知ってもらいたい

八
女
市
で
は
、
上
水
道
事
業
お
よ
び

簡
易
水
道
事
業
、
簡
易
給
水
施
設

に
よ
り
、
安
心
で
安
定
し
た
水
道
水
の
供

給
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
立
地
条
件
等
に

よ
り
供
給
が
行
わ
れ
て
い
な
い
区
域
（
給

水
計
画
区
域
外
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

計
画
区
域
以
外
に
お
住
ま
い
の
人
を
対
象

に
、
清
浄
な
水
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要

な
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
交
付
対

象
と
な
る
飲
料
水
改
善
事
業
は
、
工
事

等
に
要
す
る
費
用
が
10
万
円
を
超
え
る
も

の
で
、
次
の
３
項
目
に
な
り
ま
す
。

①
３
戸
以
上
１
０
０
人
以
下
で
共
同
で
設

置
し
て
い
る
飲
料
水
供
給
施
設
の
新
設
お

よ
び
改
善

②
個
人
で
行
う
井
戸
の
掘
削
工
事
な
ら
び

に
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
の
新
設
お
よ
び
改
善

③
水
質
悪
化
を
改
善
す
る
た
め
に
設
置

す
る
浄
水
器

※
詳
し
い
対
象
区
域
や
、
申
請
手
続
き
の

方
法
な
ど
は
、
次
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
上
下
水
道
局
上
水
道

総
務
係
（
☎
２
３
・
１
９
４
９
）

▽
黒
木
総
合
支
所
建
設
課
上
下
水
道
係

（
☎
４
２
・
１
１
１
８
）　
▽
上
陽
支
所
建

設
経
済
課
建
設
管
理
係
（
☎
５
４
・
２
２

１
９
）　
▽
立
花
支
所
建
設
経
済
課
建
設

管
理
係
（
☎
２
３
・
４
９
３
０
）　
▽
矢

部
支
所
建
設
経
済
課
建
設
管
理
係
（
☎

４
７
・
３
１
１
１
）　
▽
星
野
支
所
建
設

経
済
課
建
設
管
理
係
（
☎
５
２
・
３
１
１

４
）

　消費税および地方消費税が５％から８％に改定さ
れることに伴い、平成 26 年４月から、し尿汲み取り
料金を改定します。具体的には、改定前の料金 18リッ
トルにつき 210 円が、216 円（手数料 200 円に消費
税および地方消費税 16 円を加算した額）となります
ので、汲み取り量に応じた料金を、各し尿汲み取り
業者にお支払いください。

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て

は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の
▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善

良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
▽
明
ら
か
に
営
利

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
▽
趣
旨
が
不
明
確

も
し
く
は
不
明
な
も
の
▽
そ
の
他
、
市
が
不

適
当
と
判
断
す
る
も
の

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
市
長
公
室
秘
書
広
報
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

あ
な
た
の       

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

声

【改定内容】　
　平成 26 年 4 月１日から消費税率が 5％から８％に
引き上げられるのに伴い、水道料金・簡易水道料金・
下水道使用料・農業集落排水施設使用料が「外税料
金に消費税相当額を加算する」方法に統一されます。
皆様のご理解とご協力をお願いします。
※使用者の皆さまへは、4 月の検針の際または郵送
等にて料金改定のお知らせに関する印刷物の配付を
予定しています。

【新料金はいつから？】
　平成 26 年６月請求分（平成 26 年４月以降使用分）
から消費税率８％になります。

【問い合わせ】　
▽水道料金＝上下水道局（上水道☎ 23・1949）　
▽下水道使用料＝上下水道局（下水道☎ 23・1148）
▽簡易水道料金＝黒木総合支所建設課（☎ 42・1118）	
		    星野支所建設経済課（☎52・3114）
▽農業集落排水施設使用料＝黒木総合支所建設課

（☎ 42・1118）

飲料水改善事業を補助します４月１日から

消費税 8％！
料
金
が

変
わ
り

ま
す
！

上下水道料金の改定

し尿汲み取り料金の改定

16

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 26.4）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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4月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
 7 ㈪ ,14 ㈪ ,21 ㈪ ,25 ㈮ ,28 ㈪ ,29 ㈷

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
7 ㈪ ,14 ㈪ ,21 ㈪ ,25 ㈮ ,28 ㈪図書館の休館日

4月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

※通年４月におこなっている蔵書点検はありません。

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

1 ㈫ ,8 ㈫ ,15 ㈫ ,22 ㈫ ,25 ㈮ ,29 ㈷

✿ 4 月の館内整理日は 25 日㈮✿

図
書
館
で
、
利
用
し
な
く

な
っ
た
本
や
雑
誌
を
お
譲
り

し
ま
す
。

◦
日
時
＝
５
月
３
日
㈷
～
６

日
㉁
　
10
時
～

◦
場
所
＝
本
館
２
階
ロ
ビ
ー

と
研
修
室

※
本
を
入
れ
る
袋
を
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

今
年
度
か
ら
第
１
週
目
と

第
４
週
目
の
「
よ
み
き
か
せ
」

に
男
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参

加
さ
れ
ま
す
。
迫
力
満
点
！

楽
し
い
よ
み
き
か
せ
で
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

♥本館＝ 5日、12日、19日、26日
おはなしコーナー
※いずれも土曜日14時～
♥黒木分館＝12日㈯ 11時～
　　 　 おはなしコーナー
小学生もぜひ来てください！

４月のよみきかせ

４月のあかちゃんよみきかせ
0～2歳くらいの赤ちゃん対象です♪
♥本館　19 日㈯ 11時～
　　　　２階研修室
♥黒木分館　24日㈭10時30分～
　　　　おはなしコーナー

幼児～小学生の皆さん対象です♪

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
の
お

知
ら
せ

今
年
度
か
ら
「
よ
み
き

か
せ
」
が
変
わ
り
ま
す
！

2014・第56回
こどもの読書週間
4/23㈬～ 5/12㈪

4月23日は「子ども読書の日」

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

「
立
花
ウ
メ
ウ
メ
団
」
代
表　

橋
本 
眞
由
美
さ
ん（
兼
松
）

手品にフラダンスなど多趣味。今では
市内の老人保健施設に慰問に訪れるこ
とも多くなったそうです。民生委員児童
委員もつとめるなど忙しい日々 です。

63
　
『
ウ
メ
山
ウ
メ
子
』は
、立
花
産
南
高

梅
を
甘
酢
に
漬
け
天
日
干
し
し
て
作
っ

た
新
ス
イ
ー
ツ
。「
酸
っ
ぱ
い
と
い
う
梅

の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す
、
健
康
志
向
に
配

慮
し
た
塩
分
控
え
め
の
も
の
を
作
ろ
う

と
、３
年
が
か
り
で
開
発
を
重
ね
て
た
ど

り
つ
い
た
立
花
ウ
メ
ウ
メ
団
に
し
か
で
き

な
い
一
品
」と
話
す
の
は
同
代
表
の
橋
本

さ
ん
。
道
の
駅
た
ち
ば
な
で
の
対
面
販

売
で
は
お
客
さ
ん
の
反
応
も
上
々
。
順

調
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

「
立
花
の
梅
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
い
う
思
い
で
そ
れ
ぞ
れ
農
繁

期
も
違
う
中
、
互
い
に
連
絡
を
取
り
合

い
な
が
ら
仕
事
の
合
間
を
見
つ
け
て
楽

し
み
な
が
ら
作
っ
て
い
る
皆
さ
ん
。
６
パ

タ
ー
ン
の
表
情
の
『
ウ
メ
山
ウ
メ
子
』
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
遊
び
心
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
は
各
方
面
で
活

動
し
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
。
集
ま

る
と
い
ろ
ん
な
情
報
や
ア
イ
デ
ア
が
出
て

き
て
そ
れ
が
今
回
の
開
発
に
も
つ
な
が
り

ま
し
た
。
橋
本
さ
ん
も
、
柿
渋
や
ミ
カ
ン

の
ほ
か
、
漬
物
な
ど
加
工
品
を
出
荷
し
、

中
で
も
大
根
漬
け「
橋
本
家
の
お
漬
物
」

は
開
業
以
来
の
人
気
商
品
で
す
。

「
立
花
町
そ
し
て
道
の
駅
た
ち
ば
な
の

こ
と
が
大
好
き
で
す
。
た
く
さ
ん
の
人
に

『
ウ
メ
山
ウ
メ
子
』
に
会
い
に
来
て
ほ
し

い
。
特
産
品
を
活
か
し
た
も
の
を
作
り

出
す
こ
と
、
新
し
い
こ
と
へ
の
挑
戦
は
私

た
ち
の
や
り
が
い
と
と
も
に
、
新
た
な
魅

力
づ
く
り
。
こ
れ
は
、
八
女
に
多
く
の
人

を
呼
び
込
み
、
私
た
ち
の
後
に
続
い
て
く

れ
る
若
い
人
へ
の
架
け
橋
と
な
り
ま
す
。

出
来
合
い
の
も
の
に
は
な
い
、
素
材
の
う

ま
み
を
生
か
し
た
手
作
り
の
も
の
を
若
い

人
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

立花の梅をたくさんの
人に知ってもらいたい

そろいの赤い割烹着姿の「立花ウメウ
メ団」の皆さん。道の駅への出荷者で
農家の女性13人の生産者グループで
す。『ウメ山ウメ子』のキャラクターも
可愛いと大人気。6つの異なる表情の
ほか、箱には生まれてから花嫁姿まで
の『ウメ山ウメ子』が描いてあります。
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八
女
市
星
野
消
防
団
と
村
内
の

17
自
衛
消
防
隊
（
全
隊
員
数
２
９

２
人
）の
合
同
訓
練
が
３
月
２
日
㈰
、

村
内
４
か
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
火

災
等
の
災
害
現
場
で
は
、
よ
り
迅

速
で
効
果
的
な
活
動
を
行
う
た
め

に
自
衛
消
防
隊
、
消
防
署
、
消
防

団
が
相
互
に
連
携
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
消
防
団
の
春
季
訓
練

と
併
せ
て
春
の
防
火
週
間
期
間
中

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
出
動
人
員
が
激
減

す
る
平
日
昼
間
の
消
火
活
動
で
は
、

特
に
初
期
消
火
が
重
要
で
あ
り
、

消
火
栓
を
利
用
し
た
自
衛
消
防
隊

に
よ
る
消
火
活
動
は
必
要
不
可
欠
。

火
災
等
発
生
時
の
自
衛
消
防
隊
員

の
任
務
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、
出

動
人
員
の
報
告
訓
練
、
消
火
栓
・

小
型
ポ
ン
プ
の
取
扱
説
明
と
操
作

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た

自
衛
消
防
隊
員
は
、
慣
れ
な
い
消

火
栓
操
作
や
ホ
ー
ス
の
延
長
、「
放

水
は
じ
め
」
や
「
放
水
や
め
」
の
号

令
な
ど
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
今
回
の

訓
練
は
自
衛
消
防
隊
員
の
活
動
意

識
の
高
揚
と
技
能
向
上
に
繋
が
る

非
常
に
有
意
義
な
訓
練
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
自
衛
消
防
隊
員
の

中
に
は
消
防
団
Ｏ
Ｂ
も
多
数
在
籍

し
て
お
り
、
現
役
消
防
団
員
も
一
瞬

た
り
と
も
気
の
抜
け
な
い
緊
張
感

あ
ふ
れ
る
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

力
を
併
せ
て
防
災
訓
練

18

子
ど
も
の
体
力
向
上
を
目
指
す

ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
ス
ポ
コ
ン
広
場

県
大
会
」
が
２
月
23
日
㈰
、
福
岡

市
博
多
区
の
県
立
ス
ポ
ー
ツ
科
学

情
報
セ
ン
タ
ー
（
ア
ク
シ
オ
ン
福

岡
）
で
開
か
れ
、
筑
南
小
学
校
の

児
童
が
優
勝
し
ま
し
た
。

同
大
会
は
児
童
の
運
動
へ
の
意

識
を
高
め
る
た
め
に
県
教
育
委
員

会
が
開
設
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
「
子
ど
も
の
体
力
向
上
広
場
」

に
登
録
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
、

馬
跳
び
や
縄
跳
び
な
ど
４
種
目
で

回
数
や
時
間
の
記
録
を
競
う
も
の

で
す
。
県
内
７
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選

抜
さ
れ
た
代
表
小
学
校
14
チ
ー
ム

約
４
０
０
人
の
児
童
が
各
種
目
で

汗
を
流
し
た
な
か
で
、
筑
南
小
学

校
か
ら
出
場
し
た
４
年
生
と
５
年

生
が
、
中
学
年
・
高
学
年
の
そ
れ

ぞ
れ
の
部
で
２
学
年
共
に
優
勝
し

ま
し
た
。
４
年
生
キ
ャ
プ
テ
ン
の

永
田
駿
太
さ
ん
は
「
４
種
目
と
も

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
事
で
し
た
。

み
ん
な
友
達
の
こ
と
を
考
え
、
声

を
掛
け
合
い
、
心
を
一
つ
に
し
て
頑

張
り
ま
し
た
」
と
優
勝
し
た
喜
び

を
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
、

各
市
町
（
八
女
市
・
筑
後
市
・
広

川
町
）
が
策
定
し
た
地
域
防
災
計

画
に
基
づ
く
「
災
害
時
の
医
療
救

護
活
動
に
関
す
る
協
定
書
調
印
式
」

が
２
月
12
日
㈬
、
八
女
筑
後
医
師

会
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
医

師
会
と
協
定
を
結
ぶ
各
首
長
が
出

席
し
、
協
定
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
協
定

に
よ
り
医
師
会
側
が
必
要
に
応
じ

医
師
ら
で
作
る
チ
ー
ム
を
派
遣
し

医
療
救
護
活
動
を
行
い
、
自
治
体

側
が
医
薬
品
や
衛
生
資
材
な
ど
を

準
備
し
ま
す
。
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
に
た
っ
た
三
田
村
市
長
は
九
州

北
部
豪
雨
を
振
り
返
り
「
災
害
時

に
は
市
民
の
命
を
守
る
、
人
的
被

害
を
少
な
く
す
る
こ
と
を
肝
に
銘

じ
て
、
防
災
計
画
に
基
づ
い
て
準

備
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

おそろいのTシャツを着て4種目に挑戦しました家族のために急須を使って上手にお茶をいれました

植田清一郎八女筑後医師会長（右から2人目）とがっちり握手

出動人員の報告訓練の様子

消火栓を使った操作訓練も行いました

ス
ポ
コ
ン
広
場
で
筑
南
小
が
ダ
ブ
ル
優
勝

大
規
模
災
害
に
備
え
八
女
筑
後
医
師
会
と
協
定



                           （
敬
称
略
）

〈
一
般
の
部
〉

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

１
位　

隠
田
卓
志
・
石
崎
翔
太

（
筑
後
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｄ
Ｏ
Ｇ
）　

２

位　
宮
川
和
弘
・
仙
頭
卓
也
（
大

藤
）　

３
位　

白
山
裕
貴
・
井
手

佳
代
子
（
フ
レ
ッ
シ
ュ
）
／
大
森

泰
祐
・
江
崎
雅
俊
（
筑
後
Ｗ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
Ｄ
Ｏ
Ｇ
）

女
子
ダ
ブ
ル
ス

１
位　

木
下
紗
羅
・
小
宮
珠
羽

佳
（
八
女
高
） 　

２
位　

林
田

真
弥
・
山
科
美
涼
（
八
女
農
）　

３
位　

牛
島
早
紀
・
吉
山
史
織

（
八
女
高
）

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

１
位　
白
山
裕
貴（
フ
レ
ッ
シ
ュ
）

２
位　

隠
田
卓
志
（
筑
後
Ｗ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
Ｄ
Ｏ
Ｇ
）　

３
位　

大
森
泰

祐
（
同
）・
井
手
佳
代
子
（
フ
レ

ッ
シ
ュ
）

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

１
位　

寺
師
千
夏
（
八
女
高
）　

２
位　

山
科
美
涼
（
八
女
農
）　

３
位　

吉
山
史
織
（
八
女
高
）・

木
下
紗
羅
（
同
）

〈
マ
ス
タ
ー
ズ
の
部
〉

ダ
ブ
ル
ス
（
Ａ
ク
ラ
ス
）　

１
位　
牧
野
一
生・大
隈
利
幸（
サ

ウ
ス
）　

２
位　

石
橋
正
一
・
宮

原
浩
二
（
立
花
ピ
ン
ポ
ン
）　

３

位　

西
江
九
州
男
・
平
田
清
春

（
サ
ウ
ス
）
／
原 

満
・
原 

真
理

子
（
立
花
ピ
ン
ポ
ン
）

ダ
ブ
ル
ス （
Ｂ
ク
ラ
ス
）

１
位　

川
島
忠
孝
・
江
口
佳
隆

（
川
瀬
卓
愛
会
）　

２
位　

鴫
山

康
弘
・
梅
野
美
智
子
（
黒
木
ピ

ン
ポ
ン
）　

３
位　

内
藤
昭
典
・

鍋
田
悦
子
（
木
屋
ピ
ン
ポ
ン
）

／
野
崎 

寿
・
原
嶋
美
枝
子
（
同
）

シ
ン
グ
ル
ス
（
Ａ
ク
ラ
ス
）

１
位　

大
隈
利
幸
（
サ
ウ
ス
）　

２
位　

田
島
整
佳
（
八
女
卓
愛

会
）　

３
位　

宮
崎
啓
光
（
サ
ウ

ス
）・
西
江
九
州
男
（
同
）

シ
ン
グ
ル
ス
（
Ｂ
ク
ラ
ス
）

１
位　

宮
原
浩
二
（
立
花
ピ
ン

ポ
ン
）　

２
位　

平
田
清
春
（
上

陽
卓
愛
会
）　

３
位　

森
田
宣
昭

（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン
）・井
上
美
幸（
サ

ウ
ス
）

シ
ン
グ
ル
ス
（
Ｃ
ク
ラ
ス
）

１
位　
川
島 

直
（
川
瀬
卓
愛
会
）

２
位　

才
所
建
一
（
同
）　

３
位 

深
町
鈴
枝
（
サ
ウ
ス
）・
川
島 

信

（
川
瀬
卓
愛
会
）

ＳＰＯＲＴＳ

第
４
回
八
女
市
民
新
春
卓

球
大
会

　
　
　

       

期
日　

２
月
２
日
㈰

　
　

 　

      

会
場　

総
合
体
育
館

心
を
込
め
て
お
茶
を
淹
れ
る 

上
妻
保
育
園

社
会
福
祉
法
人
隆
栄
会 

上
妻
保

育
園
で
３
月
６
日
㈭
、
お
茶
教
室

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
茶
の
産
地
で

あ
る
八
女
の
園
児
ら
に
お
茶
に
つ
い

て
学
ん
で
も
ら
う
と
と
も
に
、
礼
儀

作
法
や
も
て
な
す
心
を
養
お
う
と

行
わ
れ
、
今
年
で
２
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
松
本
美
紀
子
さ
ん
、
黒
木
町

の
㈲
内
藤
商
店
の
内
藤
利
弘
さ
ん
、

㈲
井
手
製
茶
工
場
の
井
手
研
治
さ

ん
、
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
が
中
心
と

な
っ
て
毎
月
１
回
園
児
ら
は
お
茶
に

つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
は

そ
の
集
大
成
と
し
て
、
園
児
ら
の
保

護
者
を
呼
ん
で
お
茶
で
も
て
な
し
ま

し
た
。

急
須
な
ど
の
道
具
の
名
称
を
確

認
し
た
り
、
お
茶
の
効
能
な
ど
の
話

を
聞
い
た
り
し
た
後
、
保
護
者
が

見
守
る
前
で
一
人
一
人
上
手
に
お
茶

を
淹
れ
て
い
き
ま
し
た
。
指
導
し
た

松
本
さ
ん
は
「
最
初
の
こ
ろ
は
お
ぼ

つ
か
な
い
手
つ
き
で
し
た
が
、
園
児

な
り
に
上
手
に
お
茶
を
淹
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お

も
て
な
し
の
心
が
伝
わ
っ
た
保
護
者

の
皆
さ
ん
の
ニ
コ
ニ
コ
と
し
た
笑
顔

が
見
ら
れ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
」
と

こ
ち
ら
も
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

矢
部
中
学
校
（
永
溝
弘
幸
校

長
）
生
徒
会
が
、
杣
の
ふ
る
さ
と

文
化
館
（
旧
矢
部
中
学
校
校
舎
）

の
清
掃
活
動
を
昨
年
12
月
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。
３
月
17
日
㈪
に

は
、
３
年
生
が
卒
業
後
初
め
て

１
・
２
年
生
22
人
で
清
掃
活
動
を

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
栗
原
浩
暢

同
館
長
の
「
生
徒
の
両
親
や
祖
父

母
が
し
て
い
た
こ
と
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
」
と
の
呼
び
か
け
に

生
徒
会
が
こ
た
え
て
実
現
し
ま
し

た
。
こ
の
活
動
の
取
組
名
は
「
愛

樹
館
掃
除
大
作
戦
～
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
の
昔
を
想
像
し
な
が

ら
、
愛
樹
館
を
み
ん
な
で
雑
巾
が

け
し
よ
う
」。
毎
月
一
回
掃
除
の

時
間
に
全
校
生
徒
で
館
内
を
手

分
け
し
て
清
掃
し
て
い
ま
す
。

生
徒
会
の
生
活
委
員
長
を
務

め
る
栗
原
昇
太
郎
さ
ん
は
「
寒
い

時
期
に
始
ま
っ
た
の
で
冷
た
く
て

た
ま
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
お
父
さ

ん
た
ち
は
、
こ
れ
を
毎
日
し
て
い

た
の
か
と
思
う
と
大
変
さ
が
分
か

り
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
矢
部
中

学
校
生
徒
会
の
伝
統
行
事
に
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

家族のために急須を使って上手にお茶をいれました

館内の長い廊下や階段など掃除しました

父
や
母
を
思
い
な
が
ら
清
掃
活
動 

矢
部
中
学
校
生
徒
会

19 広報やめ　2014.4.1
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凡 
例

█ 平成 25 年度以前供用開始区域
█ 平成 26 年度供用開始区域（追加区域）

　
市
で
は
、
快
適
な
生
活
環
境
と
豊

か
な
自
然
を
守
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
公
共
下
水
道
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
整
備
完
了
区

域
か
ら
順
次
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
上
記
の
と
お

り
供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し
ま
す
。
供

用
開
始
区
域
の
詳
細
は
、
３
月
31
日
㈪

か
ら
４
月
15
日
㈫
ま
で
上
下
水
道
局
で

縦
覧
で
き
ま
す
（
土
、
日
曜
を
除
く
）。

　
市
で
は
、下
水
道
へ
の
接
続
工
事（
排

水
設
備
工
事
）
の
確
認
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
下
水
道
排
水
設
備

指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

【
助
成
金
制
度
】

　
助
成
金
の
額
は
改
造
工
事
に
要
し
た

費
用
の
50
％
以
内
で
、
供
用
開
始
か
ら

市
の
工
事
完
了
検
査
の
日
ま
で
の
期
間

に
よ
り
次
の
と
お
り
定
め
て
い
ま
す
。

供
用
開
始
の
日
か
ら

◦
１
年
目
ま
で
＝
限
度
額
10
万
円

◦
２
年
目
ま
で
＝
限
度
額
８
万
円

◦
３
年
目
ま
で
＝
限
度
額
５
万
円

　
そ
の
後
の
工
事
へ
の
助
成
制
度
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
期
限
が
迫
る
と
、
指
定
工
事
店
へ
の

発
注
が
集
中
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
。早
め
に
工
事
計
画
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
新
築
や
公
共
団
体
な
ど
の
改
造
工
事

は
助
成
の
対
象
外
で
す
。

【
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
】

◦
あ
っ
せ
ん
額
は
50
万
円
以
内

◦
借
入
れ
利
率
は
、
借
入
れ
時
の
長
期

プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
に
０・２
％
を
加
え
た

利
率

◦
償
還
は
融
資
翌
月
か
ら
36
月
以
内
の

元
金
均
等
月
賦
償
還

※
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
と
は
、
民
間
金
融

機
関
が
優
良
企
業
向
け
の
資
金
貸
出

に
適
用
す
る
最
優
遇
金
利
の
こ
と
。

【
１
か
月
の
使
用
料
（
税
抜
き
）】

◦
基
本
使
用
料
１
３
３
４
円
（
汚
水
量

７
㎥
ま
で
）

◦
超
過
料
金
（
１
㎥
に
つ
き
１
７
２
円
）

【
使
用
料
の
計
算
方
法
】

　

使
用
料
は
２
か
月
ご
と
に
排
出
さ
れ

る
汚
水
量
を
も
と
に
基
本
使
用
料
（
２

か
月
分
）
と
超
過
料
金
の
合
計
額
に
消

費
税
相
当
額
を
加
算
し
て
計
算
し
ま

す
（
10
円
未
満
切
り
捨
て
）。

【
汚
水
量
の
算
定
方
法
】

◦
上
水
道
の
み
を
使
用
す
る
場
合

　
上
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
量
に
よ
り
算

定◦
井
戸
水
の
み
を
使
用
す
る
場
合

　
世
帯
人
員
に
よ
る
認
定
汚
水
量
に
よ

り
算
定

◦
上
水
道
と
井
戸
水
を
併
用
す
る
場
合

　
上
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
量
と
認
定
汚

水
量
の
ど
ち
ら
か
多
い
方
に
よ
り
算
定

※
認
定
汚
水
量
は
一
般
家
庭
用
で
す
。

事
業
所
な
ど
の
場
合
は
人
員
そ
の
他
の

態
様
を
勘
案
し
て
定
め
ま
す
。

世帯人員による
１か月当たりの認定汚水量

１人の場合 ７㎥
２人の場合 14㎥
３人の場合 20㎥
４人の場合 24㎥
※５人以上の場合、１
人増えるごとに３立方
メートルを加算

供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し
ま
す

排
水
設
備
工
事
の
受
付

助
成
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

接
続
後
の
使
用
料（
平
成
26
年
４
月
改
正
）

供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し
ま
す

◉
問
い
合
わ
せ

◦
受
益
者
負
担
金
・
使
用
料
・
助

成
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
に
関
す

る
こ
と
＝
上
下
水
道
局
下
水
道
総

務
係
（
☎
２
３・１
１
４
８
）

◦
排
水
設
備
・
下
水
道
工
事
に
関

す
る
こ
と
＝
上
下
水
道
局
下
水
道

工
務
係
（
☎
２
３・１
６
７
０
）

公 共
下水道

※
市
税
等
の
滞
納
が
あ
る
場
合
、
助

成
お
よ
び
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。



浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
で

快
適
な
生
活
が
お
く
ら
れ
る
だ
け
で

な
く
、
台
所
や
お
風
呂
の
排
水
な
ど

も
き
れ
い
な
水
に
し
て
、
美
し
く
豊

か
な
自
然
を
守
り
ま
す
。

◦
対
象

①
浄
化
槽
の
設
置
者（
以
下「
設
置
者
」

と
い
う
。）
が
市
内
で
居
住
の
用
に
供

す
る
専
用
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅
に

設
置
さ
れ
る
浄
化
槽
で
あ
る
こ
と

②
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ
床
面

積
の
２
分
の
１
以
上
を
居
住
の
用
に

供
す
る
建
物
で
あ
る
こ
と 

③
設
置
者
ま
た
は
そ
の
同
居
親
族
に

税
金
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と 

④
平
成
27
年
３
月
上
旬
ま
で
に
、
工

事
完
了
後
の
実
績
報
告
書
を
提
出
で

き
る
こ
と

◦
補
助
金
交
付
申
請
書
の
受
付

▽
平
成
26
年
４
月
１
日
㈫
～
12
月
26

日
㈮
ま
で

※
遅
く
と
も
、
着
工
予
定
日
７
日
前

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
申
請
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ

▽
設
置
場
所
が
旧
八
女
市
・
立
花
町

社
会
環
境
課
（
☎
２
３・１
４
６
２
）

▽
設
置
場
所
が
右
記
以
外
の
場
合

黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
４
２・１
４
６
３
）

　
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
、

家
屋
を
解
体
処
理
す
る
場
合
に
、
そ
の

処
分
費
用
等
を
市
か
ら
補
助
し
ま
す
。

◦
対
象
＝
①
り
災
家
屋
物
件
の
所
有
者

で
あ
り
、
そ
の
家
屋
を
解
体
処
理
す
る

人
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に

よ
り
、
そ
の
人
が
解
体
処
理
を
行
う
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
そ
の
経
費
を

負
担
し
た
人
。

②
市
が
発
行
し
た
り
災
証
明
書
の
家

屋
の
状
況
が
、
全
壊
、
流
失
、
大
規

模
半
壊
、
半
壊
、
床
上
浸
水
の
い
ず
れ

か
で
あ
る
こ
と
。

◦
申
請
方
法
＝
申
請
書
類
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
添
付
書
類
と
と
も
に
左

の
所
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◦
補
助
対
象
期
間
＝
こ
の
補
助
制
度
は

の
対
象
期
間
は
、
今
年
度
末
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
請
く
だ
さ

い
。

◦
対
象
＝
①
市
内
の
既
存
ま
た
は
新

築
の
住
宅
に
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
人

②
市
内
で
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
し
た
建
売
新
築
住
宅
を
購
入
す

る
人

※
い
ず
れ
も
余
剰
電
力
の
販
売
契
約

の
み
対
象
で
す
（
全
量
買
取
は
対
象

外
で
す
）。

※
申
請
前
の
工
事
着
工
や
、
申
請
前

の
太
陽
光
発
電
設
置
済
み
建
売
住
宅

の
引
き
渡
し
は
、
補
助
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
補
助
金
額
＝
発
電
出
力
１
キ
ロ

ワ
ッ
ト
あ
た
り
２
万
５
千
円

※
予
算
の
範
囲
内
で
上
限
10
万
円

◦
受
付
＝
４
月
１
日
㈫
～

※
平
成
27
年
３
月
中
旬
ま
で
に
工
事

完
了
後
の
実
績
報
告
書
を
提
出
し
て

も
ら
い
ま
す
の
で
、
余
裕
を
持
っ
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
申
請
書
類
入
手
先
＝
申
請
書
類

は
、
本
庁
社
会
環
境
課
、
各
支
所
市

民
生
活
福
祉
課
の
窓
口
に
備
え
て
い

ま
す
。
ま
た
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

住宅用太陽光
発電設置費を
補助します
市では、自然エネルギーの有効活用に
よる環境負荷の少ない循環型社会を構
築するため、住宅用太陽光発電システ
ムを設置する人に、予算の範囲内で補
助金を交付します。今年度（平成26年
度）が最終年度となっています。

▽本庁社会環境課
（☎２３・１４６２）
▽黒木総合支所市民生活福
祉課（☎４２・１４６３）
▽立花支所市民生活福祉課

（☎２３・４９３３）
▽上陽支所市民生活福祉課

（☎５４・２２１８）
▽矢部支所市民生活福祉課

（☎４７・３１１１）
▽星野支所市民生活福祉課

（☎５２・３１１３）
※申請書類は、本庁社会環境
課および各支所市民生活福
祉課の窓口に備えています。
また、市のホームページから
もダウンロードできます。

災
害
家
屋
廃
棄
物

解
体
処
理
費
を

補
助
し
ま
す

「
災
害
家
屋
廃
棄
物
解
体
処

理
費
補
助
」

「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
費
補
助
」
申
請
書
提

出
先
・
問
い
合
わ
せ

住宅の床面積などの区分 人槽 補助金額

延べ床面積が130㎡以下の場合 5人槽 332,000円

延べ床面積が130㎡を超える場合
※1

7人槽 414,000円

台所が2か所以上でかつ、浴室が
2か所以上の場合 10人槽 548,000円

（※１）ただし、既存住宅に浄化槽を設置する場合、実居住人
員が2人以下の場合で、将来的にも人員の増加が見込まれな
い場合については、5人槽の設置が認められる場合があります。

▽補助金額

はかり、おもり、分銅などの計量
器は2年に1回、計量法に基づいた
定期検査を受けることが義務付け
られています。検査を受けていな
い計量器は取引や証明には使用で
きません。また、家庭用の計量器
も取引や証明には使用できません。
適正な計量器をご使用ください。
▷日程・会場＝【矢部】4/2㈬矢
部体育館【黒木】4/3㈭・4/4㈮
黒木体育館【星野】4/7㈪星野
行政福祉センター【上陽】4/8
㈫農業活性化センター
▷受付時間＝10時～ 12時・13時
～ 15時
※他の地域や詳細についてはお
尋ねください。
▷問い合わせ＝商工振興課

（☎23・1596）

特定計量器定期検査
のお知らせ 浄

化
槽
設
置
費

を
補
助
し
ま
す
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暖
か
い
春
の
陽
気
の
訪
れ
と

と
も
に
、
田
畑
や
山
林
で

の
農
作
業
が
忙
し
さ
を
増
し
て
く

る
こ
ろ
で
す
。
伐
採
、
剪
定
し
た

枯
れ
枝
や
、
畑
、
水
田
周
辺
の
あ

ぜ
道
を
野
焼
き
す
る
な
ど
火
を
扱

う
作
業
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
の

時
季
は
乾
燥
し
た
強
い
風
が
吹
き
、

火
災
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

火
を
扱
う
際
は
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

◦
た
き
火
を
し
て
い
る
時
は
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。

◦
強
風
時
お
よ
び
乾
燥
時
に
は
、

た
き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
。

◦
完
全
に
火
が
消
え
た
こ
と
を
確

認
し
て
か
ら
そ
の
場
を
離
れ
る
。

◦
消
火
用
の
水
を
必
ず
用
意
す
る
。

◦
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
必
ず
火
を

消
し
、
投
げ
捨
て
な
い
。

　
八
女
市
消
防
団
で
は
、
平
成
21

年
４
月
か
ら
女
性
団
員
を
募
集

し
、
現
在
20
人
の
女
性
団
員
が
地

域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
つ
い
て

は
、
魅
力
あ
る
消
防
団
活
動
を
推

進
す
る
た
め
、
火
災
予
防
や
地
域

防
災
な
ど
の
広
報
・
啓
発
を
主
体

に
活
躍
し
て
い
た
だ
く
女
性
消
防

団
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
力
を
「
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に
発
揮
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

【
応
募
要
領
】

▼
応
募
資
格

八
女
市
に
居
住
ま
た
は
勤
務
さ
れ

て
い
る
18
歳
以
上
の
人
で
、
健
康
明

朗
で
防
災
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

興
味
が
あ
り
、
女
性
消
防
団
員
と

し
て
の
活
動
の
で
き
る
女
性

▼
活
動
内
容

①
消
防
団
、
消
防
署
が
行
う
主
要

行
事
へ
の
参
加

②
地
域
で
行
う
消
火
・
防
災
・
救

急
訓
練
な
ど
で
の
啓
発
、
指
導
な
ど

（
入
団
後
、
応
急
手
当
普
及
員
資
格

の
取
得
の
た
め
の
講
習
を
受
講
し

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
）

③
災
害
時
の
後
方
支
援

▼
消
防
団
員
の
身
分
と
処
遇

◦
身
分
…
非
常
勤
の
特
別
職
地
方

公
務
員

◦
報
酬
・
手
当
…
八
女
市
消
防
団

条
例
に
基
づ
き
年
報
酬
・
警
戒
出

動
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

◦
補
償
…
退
職
報
償
金
、
公
務
災

害
補
償
、
福
祉
共
済
等
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。

◦
制
服
等
の
貸
与
…
活
動
に
必
要

な
被
服
（
制
服
・
制
帽
・
活
動
服
・

ア
ポ
ロ
キ
ャ
ッ
プ
等
）
を
無
償
貸

与
し
ま
す
。

◦
所
属
…
八
女
市
消
防
団
本
部
の

所
属
と
な
り
ま
す
。

▼
応
募
方
法

地
域
支
援
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

地
域
支
援
課
防
災
安
全
係

（
☎
２
３・１
７
３
１
）

※
ご
質
問
等
で
も
結
構
で
す
。

八
女
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
市
民
の
提
案
を
公
募
し
、

市
民
が
幅
広
く
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
で
き
る
機
会
を
創
出
す

る
と
と
も
に
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
」
は
、市
の
様
々

な
公
共
的
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
か

ら
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
、
審
査
会
で
採
決
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
は
、

市
か
ら
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
住
み
よ
い
八
女
市
づ
く
り
の

た
め
に
、
団
体
か
ら
の
ご
提
案
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
募
集
要
領
、
応
募
企
画
書
な
ど
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

◦
申
込
書
類
＝
「
平
成
26
年
度
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

提
案
事
業
応
募
企
画
書
」
に
よ
り
申
し
込
み
お
願
い
し
ま
す
。

◦
申
込
締
切
＝
５
月
７
日
㈬

◦
事
業
説
明
会
＝

【
八
女
東
部
】
４
月
10
日
㈭
黒
木
総
合
支
所
第
３
会
議
室　

【
八
女
西
部
】
４
月
11
日
㈮
お
り
な
す
八
女
研
修
棟
第
３
研
修
室

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
支
援
課
（
☎
２
３
・
１
２
２
４
）

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

提
案
実
践
団
体
に
　
50
万
円
を
助
成

募 集

最高

八女産地紅茶

（平成24年度事業実施模様）

八女櫨研究会

山火事予防に

八女消防本部
（☎24・0119)

ご協力を！

女
性
消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

あ
な
た
の
力
を
「
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に
発
揮

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

平成
26年度
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日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
20
歳

か
ら
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
学
生
の
間
は
一
般
的
に
所
得

が
低
く
、
納
付
が
難
し
い
場
合
が
多
い
の
で
、

在
学
中
の
保
険
料
を
猶
予
す
る
学
生
納
付

特
例
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、

学
生
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
で
あ
れ
ば
よ

く
、
家
族
の
所
得
の
多
寡
は
問
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
学
校
に
よ
っ
て
は
、
対
象
と
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

継
続
し
て
免
除
を
希
望
す
る
人
も
、
申
請

は
毎
年
必
要
で
す
。

◦
申
請
方
法

　
４
月
１
日
か
ら
、
本
庁
市
民
課
の
国
保
年

金
係
お
よ
び
各
支
所
の
年
金
担
当
係
の
窓
口

で
受
け
付
け
ま
す
。

※
本
年
２
月
下
旬
ま
で
に
学
生
納
付
特
例
の

承
認
を
受
け
た
人
で
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

は
が
き
式
の
申
請
書
が
届
い
た
場
合
は
、
そ

の
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
送
す

れ
ば
申
請
で
き
ま
す
。

◦
添
付
書
類

① 

国
民
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号

通
知
書

　

本
年
度
に
初
め
て
国
民
年
金
の
資
格
を
取

得
し
た
人
が
、
資
格
取
得
届
の
届
出
と
同
時

に
こ
の
申
請
を
す
る
場
合
は
、添
付
不
要
で
す
。

② 

学
生
等
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

　

在
学
証
明
書
（
平
成
26
年
４
月
１
日
以

降
に
発
行
さ
れ
た
も
の
）
ま
た
は
学
生
証
の

写
し
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
各
種
学

校
に
つ
い
て
は
、
修
業
年
限
が
１
年
以
上
の

課
程
に
在
学
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
（
在
学
証
明
書
等
で
証
明
で
き
る
場
合
は

不
要
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

③ 

代
理
の
人
が
申
請
す
る
場
合

　

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
や
健
康
保

険
証
な
ど
）
と
印
鑑
、
さ
ら
に
申
請
人
と
別

世
帯
の
人
が
申
請
に
来
ら
れ
る
場
合
は
委
任

状
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
会
社
な
ど
を
離
職
し
て
学
生
に
な
っ
た
人

は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
ま
た
は
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
が
必
要
で
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
な
ど
が
原
則
と
し

て
25
年
以
上
必
要
で
す
。
学
生
納
付
特
例
の

承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
こ
の
「
25
年
以
上
」

と
い
う
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

老
齢
基
礎
年
金
の
額
の
計
算
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基

礎
年
金
を
増
や
す
た
め
、
こ
の
期
間
に
つ
い

て
は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
２
年
を
超
え
て
納
付
す
る
場
合

は
、
当
時
の
保
険
料
に
加
算
金
が
つ
き
ま
す

の
で
、
卒
業
し
た
ら
早
め
の
納
付
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

障
害
や
死
亡
な
ど
不
慮
の
事
態
が
発
生
し

た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

の
申
請
に
は
、「
そ
の
事
故
な
ど
が
発
生
し
た

月
の
前
々
月
ま
で
に
保
険
料
を
滞
納
し
た
期

間
が
、
被
保
険
者
で
あ
る
期
間
の
３
分
の
１

以
上
な
い
」
こ
と
、
ま
た
は
「
そ
の
事
故
な

ど
が
発
生
し
た
月
の
前
々
月
ま
で
の
１
年
間

に
保
険
料
の
未
納
が
な
い
」
こ
と
が
条
件
に

な
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
て
い
る
期

間
は
、
保
険
料
納
付
期
間
と
同
様
に
こ
の
要

件
の
対
象
期
間
に
な
り
ま
す
の
で
、
万
が
一の

と
き
に
も
安
心
で
す
。
た
だ
し
学
生
納
付
特

例
の
申
請
が
遅
れ
る
と
、
申
請
日
以
前
に
生

じ
た
不
慮
の
事
故
や
病
気
に
よ
る
障
害
に
つ

い
て
は
、
障
害
基
礎
年
金
の
請
求
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
と
は

学
生
納
付
特
例
と
老
齢
基
礎
年
金
の
関
係

学
生
納
付
特
例
と
障
害
基
礎
年
金
等
の
関
係

学
生
納
付
特
例
の
申
請
を

４
月
１
日
㈫
か
ら
受
け
付
け
ま
す

月に一度、久留米年金事務所の職員が商工
会議所で個別に年金相談に応じます。前日
までに同事務所へ予約してください。
◦相談日・場所＝4月16日㈬八女商工会議
所／ 5月２2日㈭筑後商工会議所
◦時間＝10時～ 16時
◦申込・問い合わせ＝同事務所
　（☎0942・33・6215）
※年金の受給や請求についてのお問い合わ
せは、「ねんきんダイヤル」でも受け付けてい
ます。0570・05・1165または03・6700・
1165へお電話ください。

お 気 軽 に ！ 年 金 相 談

国 民 年 金み な のん

平
成
25
年
度
に
す
で
に
国
民
健
康
保
険
税
を
特

別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
で
納
付
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
世
帯
は
、
平
成
26
年
２
月
の
年
金
か
ら

天
引
き
し
た
額
と
同
じ
額
を「
仮
徴
収
」と
し
て
４・

６・８
月
に
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。
そ
し
て
平

成
26
年
度
の
税
額
が
決
定
し
た
の
ち
、
仮
徴
収
分

を
差
し
引
い
た
額
を
10
・
12
・
２
月
の
３
回
に
分
け

て
年
金
か
ら
天
引
き
で
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

仮
徴
収
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
昨
年
７
月
に
送
付
し

て
い
ま
す
納
税
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
特
別
徴
収
の
世
帯
】

　
次
の
①
～
③
の
全
て
に
あ
て
は
ま
る
場
合
、
国
民

健
康
保
険
税
は
年
金
天
引
き
に
よ
る
「
特
別
徴
収
」

に
な
り
ま
す
。

①
世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
お
り
、
世
帯
の
国
保

加
入
者
全
員
が
65
歳
～
74
歳
で
あ
る
。

②
国
保
世
帯
主
が
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受

給
し
て
い
る
。

③
国
保
世
帯
主
が
介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
（
年

金
天
引
）
対
象
者
で
、
そ
の
介
護
保
険
料
と
国
民
健

康
保
険
税
の
合
計
額
が
、
年
金
支
給
額
の
２
分
の
１

未
満
で
あ
る
。

※
平
成
26
年
度
に
初
め
て
特
別
徴
収
に
な
る
世
帯

は
、
第
１
～
３
期
（
７
～
９
月
）
を
普
通
徴
収
で
納

付
し
、
残
り
の
第
４
～
９
期
分
を
10
月
、
12
月
、
２

月
の
３
回
に
分
け
て
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
納
付

し
ま
す
。

※
世
帯
主
が
75
歳
を
む
か
え
る
と
き
、
右
記
の
条
件

に
該
当
し
て
も
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
国
保
年
金
係

（
☎
２
３・１
１
１
６
）

国
保
税
特
別
徴
収
の
世
帯

は
４・６・８
月
の
年
金
分

か
ら
仮
徴
収
を
行
い
ま
す
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◦
日
時
＝
４
月
15
日
㈫
19
時
～

◦
場
所
＝
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・
ケ
ア
プ

ラ
ン
金
太
郎
（
清
水
町
商
店
街
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
所
（
☎
２
４
・

９
６
５
７
）

　
前
年
度
の
初
心
者
教
室
受
講
生

の
卒
業
記
念
演
奏
か
ら
、
ギ
タ
ー

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
ま
で
あ
り
ま

す
。入
場
無
料
。お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

◦
日
時
＝
４
月
20
日
㈰
13
時
30
分
開
演

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
団
野
田
楽
長

（
☎
２
２
・
４
０
３
３
）

　　
参
加
無
料
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
４
月
23
日
㈬
18
時
～
21
時

【
押
し
花
体
験
会
】
４
月
５
日
㈯
・

13
日
㈰
・
19
日
㈯
・
27
日
㈰
・
29

日
㈷
／
10
時
～
15
時
／
コ
ー
ス

タ
ー
、
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
が
約
30

分
で
作
れ
ま
す
（
有
料
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
館

（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
伴
奏
で
楽
し
く
一

緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。

◦
期
日
＝
４
月
12
日
㈯
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館

◦
参
加
費
＝
３
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

ハ
ー
モ
ニ
カ
グ
ル
ー
プ『
竹
取
物
語
』

末
石
さ
ん
（
☎
２
３
・
３
３
６
６
）

　
特
別
ゲ
ス
ト
に
ギ
タ
レ
レ
漫
談

ぴ
ろ
き（
東
京
浅
草
演
芸
場
）出
演
。

◦
日
時
＝
４
月
13
日
㈰
10
時
30
分

開
場
、
11
時
開
演

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
ホ
ー
ル

◦
入
場
料
＝
２
千
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
北
島
さ
ん

（
☎
０
９
０・８
４
１
３・６
１
２
８
）

　「
パ
ワ
ー
の
源
は
自
然
界
か
ら
」

と
題
し
、
ヨ
ガ
ス
ト
レ
ッ
チ
講
師
山

下
真
粧
美
さ
ん
の
講
演
。
参
加
無

料
。
定
員
30
人

　
若
年
認
知
症
に
不
安
を
感
じ
て

い
る
人
、
実
際
に
介
護
を
さ
れ
て
い

る
人
が
集
ま
り
情
報
交
換
し
て
い

ま
す
。
参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
原
則
毎
月
第
１
火
曜
日

13
時
30
分
～
15
時
30
分
（
４
月
１

日
㈫
、
５
月
13
日
㈫
）

◦
場
所
＝
社
会
福
祉
会
館
２
階
中

会
議
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
協
議

会(

☎
２
３
・
０
２
９
４)

◦
日
時
＝
４
月
２
日
㈬
～
４
月
30

日
㈬
、
９
時
～
17
時
※
最
終
日
16

時
ま
で
。

◦
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
１
階

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
交
流
室
Ａ

◦
内
容
＝
▽
18
時
～
研
究
報
告
会

２
０
３
０
年
の
八
女
を
真
正
面
か

ら
見
て
み
よ
う
▽
19
時
30
分
～
株

式
会
社
喜
多
屋
・
代
表
取
締
役
社

長
木
下
宏
太
郞
さ
ん
講
演

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
金

太
郎
（
☎
２
４
・
９
６
５
７
）

　
懐
か
し
い
歌
・
童
謡
・
唱
歌
を

歌
い
、
歌
に
合
わ
せ
て
レ
ク
サ
サ
イ

ズ
（
健
康
体
操
）
を
し
ま
す
。
ゲ

ス
ト
に「
サ
ウ
ス
コ
ー
ラ
ス
ク
ラ
ブ
」

が
出
演
。
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
に
ケ
ー
キ

と
飲
み
物
を
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
日
時
＝
４
月
25
日
㈮
13
時
開
場
、

13
時
30
分
開
演

◦
会
場
＝
八
女
文
化
会
館
ホ
ー
ル

◦
参
加
費
＝
５
百
円
（
チ
ケ
ッ
ト
購

入
）
※
お
り
な
す
八
女
で
も
購
入
で

き
ま
す
。
4
月
17
日
㈭
申
込
締
切

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
鵜
木
さ
ん（
☎

０
９
０・
８
７
６
４・
２
０
２
１
）

▽
馬
場
さ
ん（
☎
０
９
０・
７
５
３

６・
１
８
６
４
）

　
３
月
25
日
か
ら
31
日
ま
で
、
市

内
の
中
高
生
10
人
が
マ
レ
ー
シ
ア
で

交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
お
土

産
の
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
４
月
26
日
㈯
19
時
～
21
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

第
３
研
修
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
国
際
交
流

協
会
（
☎
２
４
・
１
２
５
０
）

◦
日
時
＝
４
月
27
日
㈰
８
時
30
分
～

◦
コ
ー
ス
＝
八
女
公
園
集
合
～
立

花
千
間
土
居
公
園
往
復
（
約
５
㌔
）

◦
参
加
費
＝
会
員
無
料
、
会
員
外

１
０
０
円
（
保
険
料
）

※
11
時
か
ら
お
り
な
す
八
女
研
修

棟
３
号
室
で
総
会
を
行
い
ま
す
。

空き家を売りたい・貸したい
人はお問い合わせください。
⃝募集対象エリア＝黒木町・
上陽町・立花町・矢部村・
星野村
⃝問い合わせ＝市長公室企
画政策係（☎24・8013）
★受付時間＝平日9時～16
時30分※お越しの際は必ず
事前にお電話ください。

空き家情報を募集しています♪　

お
知

ら
せ

第
２
回
み
ん
な
で
歌
お
う
ボ
ン
モ
マ
ン

「
八
女
押
し
花
教
室
」
作
品
展

第
８
回
地
域
活
動
講
演
会

八
女
福
島
文
芸
座
第
４
回
公
演

健
康
ウ
オ
ー
ク（
総
会
ウ
オ
ー
ク
）

Ｕ
Ｇ
Ｅ
春
の
合
同
発
表
会

～
重
奏
と
合
奏
の
午
後
～

２
０
３
０
年
の
八
女
を
真
剣
に
考

え
る
会
研
究
報
告
・
記
念
講
演

歌
ご
え
レ
ク
サ
サ
イ
ズ
春
！

少
年
の
翼
２
０
１
４
帰
国
報
告
会

若
年
認
知
症
を
抱
え
る
家
族
の
会

　小学生・中学生は入院時の医療費
にかかる自己負担額を無料とする「こ
ども医療費支給制度」を平成24年
度から実施しています。ただし、医
療証は交付しませんので、医療機関
で医療費を一度払った後に、市へ申
請する必要があります。手続きに必
要な書類がありますので、詳しくは
お問合わせください。
◦問い合わせ＝市民課公費医療係
（☎２３・１１１７）

　八女市では、お子さんが小・中学
校に通学するうえで経済的な理由で
お困りのご家庭に対して、学用品費
などを援助する制度があります。
◦内容＝学用品費、校外活動費、給
食費、修学旅行費など
◦対象＝生活保護世帯と、それに準
ずる程度に困窮している世帯
◦申込・問い合わせ＝学校教育課
（☎23・1954）または各支所総務課

小中学校生の入院時
には自己負担額を無料

こども医療
費支給制度

就学援助制度のお知らせ
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矢
部
支
所
建
設
経
済
課
（
☎
４
７
・

３
１
１
１
）
／
星
野
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

　
礼
儀
作
法
は
も
ち
ろ
ん
、
竹
刀

の
に
ぎ
り
方
、
足
の
運
び
方
な
ど

基
本
を
最
初
か
ら
指
導
し
ま
す
。

小
学
校
１
年
生
以
上
対
象
。
希
望

者
は
体
験
も
で
き
ま
す
。

◦
練
習
日
＝
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

18
時
～
19
時
30
分

◦
場
所
＝
長
峰
小
学
校
体
育
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
今
村
さ
ん

（
☎
０
９
０・７
４
５
３・５
４
９
５
）

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、
父
、
母

子
家
庭
だ
っ
た
寡
婦
を
対
象
。
定

員
20
人
、
託
児
有
（
対
象
年
齢
１

歳
～
就
学
前
ま
で
。
要
事
前
申
込
）

◦
開
催
日
時
＝
５
月
13
日
㈫
～
５

月
28
日
㈬
（
10
日
間
）
18
時
～
21

時◦
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

は
自
己
負
担
）

◦
開
催
地
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
（
春
日
市
原
町
３
ー
１
ー
７
）

◦
申
込
締
切
＝
４
月
23
日
㈬
必
着

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
母
子
家

庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１
）

～
、
11
日
㈰
10
時
～
（
２
日
間
）

◦
会
場
＝
社
会
福
祉
会
館
３
階
大

会
議
室

◦
受
講
料
＝
１
万
１
７
２
８
円
（
テ

キ
ス
ト
代
１
７
２
８
円
）

◦
申
込
締
切
＝
４
月
30
日
㈬

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ふ
く
し
邑
・
樋
口
さ
ん

（
☎
０
９
０・５
７
３
２・１
３
１
４
）

　
こ
れ
か
ら
ギ
タ
ー
を
始
め
よ
う

と
い
う
人
に
、
楽
長
以
下
数
人
の

楽
員
が
ギ
タ
ー
の
初
歩
か
ら
レ
ク

チ
ャ
ー
し
ま
す
。

◦
練
習
日
＝
５
月
13
日
㈫
か
ら
1

年
間
。
毎
週
火
曜
日
20
時
～
21
時

ま
で
。（
※
開
講
式
は
５
月
13
日
㈫

20
時
～
お
り
な
す
八
女
）

◦
練
習
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
団
野
田
楽
長

（
☎
２
２
・
４
０
３
３
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
弁
護
士
会
筑

後
部
会
（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
０

１
４
４
）

　
手
話
を
習
得
し
て
聴
覚
し
ょ
う

が
い
の
人
と
交
流
を
深
め
ま
せ
ん

か
。中
学
生
以
上
対
象
。参
加
無
料
。

◦
日
時
＝
５
月
７
日
～
12
月
３
日

の
毎
週
水
曜
日
19
時
30
分
～
21
時

※
全
30
回
（
８
月
13
日
を
除
く
）

◦
会
場
＝
社
会
福
祉
会
館

◦
定
員
＝
50
人
（
先
着
）

◦
申
込
締
切
＝
４
月
15
日
㈫

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福

祉
協
議
会
（
☎
２
３
・
０
２
９
４
）

　
全
身
性
障
害
者
移
動
介
護
を
す

る
県
認
定
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成

研
修
。
ヘ
ル
パ
ー
２
級
等
有
資
格

者
が
対
象
で
す
。
定
員
40
人
。

◦
日
時
＝
５
月
10
日
㈯
10
時
20
分

　
今
年
度
第
１
回
定
期
募
集
の
受

付
を
４
月
14
日
㈪
か
ら
４
月
30
日

㈬
ま
で
実
施
し
ま
す
。
募
集
案
内

（
申
込
書
）
は
、
４
月
14
日
か
ら
市

役
所
本
庁
、
黒
木
総
合
支
所
、
各

支
所
の
担
当
係
に
て
配
布
し
ま
す
。

募
集
住
宅
・
募
集
戸
数
等
は
募
集

案
内
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
応
募
者
数
が
募

集
戸
数
を
超
え
る
場
合
は
抽
選（
公

開
抽
選
会
）。
入
居
申
込
資
格
等
は

募
集
案
内
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
都
市
計
画
課
（
☎

２
３
・
２
５
７
７
）
／
黒
木
総
合

支
所
建
設
課
（
☎
４
２
・
１
１
１

７
）／
立
花
支
所
建
設
課（
☎
２
３・

４
９
３
０
）
／
上
陽
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）
／

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会

荒
川
さ
ん
（
☎
０
９
０・４
９
９
７・

５
８
１
３
）

　
だ
れ
も
が
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

室
内
用
運
動
靴
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
４
月
12
日
㈯
20
時
～
※

毎
月
第
２
土
曜
日
、
参
加
費
無
料

◦
会
場
＝
総
合
体
育
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ

ブ
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　　
遺
産
相
続
、
成
年
後
見
等
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
。
参
加

無
料
。
予
約
不
要
、
先
着
70
人
。

◦
日
時
＝
４
月
19
日
㈯
13
時
～
14

時
30
分
（
12
時
30
分
か
ら
受
付
）

◦
会
場
＝
筑
後
弁
護
士
会
館
（
久

留
米
市
篠
山
町
11
ー
５
）

空き家情報を募集しています♪　

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座

第
38
回
Ｕ
Ｇ
Ｅ
初
心
者
の
た
め

の
ギ
タ
ー
教
室

26
年
度
第
１
回
市
営
住
宅

長
峰
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

パ
ソ
コ
ン
初
級
講
習
会

財
産
管
理
セ
ミ
ナ
ー

手
話
教
室

教
室
・
講
座

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
教
室

◦講師＝ＮＨＫ解説者 小久保裕紀
◦日時＝ 5 月11日㈰ 14 時開演（13
時 30 分開場）
◦場所＝おりなす八女ハーモニーホー
ル
◦参加対象＝市内居住または通学す
る小学４年生～高校３年生（子ども1
人につき保護者 1人まで申込可）
◦参加費＝無料
◦定員＝ 780 人（定員を超えた場合
は抽選）
◦応募締切＝４月22日㈫必着
◦応募方法＝小中学校・高校通じて
配布するチラシをご覧ください。
◦問い合わせ＝男女共同参画・生涯
学習課（☎ 23・1318）

市
制
60
周
年
記
念
事
業

八
女
市
ス
ー
パ
ー
ス
ク
ー
ル

小
久
保 

裕
紀 

講
演
会

就
業
支
援

八女特産の野菜や加工
食品、雑貨などを軽ト

ラックの荷台で販売します。
１周年を迎える「八女軽トラ
市」にぜひお越しください。
◦日時＝４月13日㈰９時30
分～13時
※悪天候の場合中止
◦会場＝八女観光物産館と
きめき駐車場
◦問い合わせ＝八女軽トラ
市実行委員会事務局（八女
伝統工芸館内☎22・3131）

413
日
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館
内
整
理
の
た
め
、
当
分
の
間

山
本
健
吉
夢
中
落
花
文
庫
は
休
館

し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課（
☎
２
３・

１
９
８
２
）

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
土

地
ま
た
は
家
屋
の
縦
覧
帳
簿
（
土

地
の
場
合
は
、
所
在
・
地
番
・
地
目
・

地
積
・
価
格
を
記
載
）
を
縦
覧
で

き
ま
す
。（
償
却
資
産
は
除
き
ま
す
）

縦
覧
に
は
、「
運
転
免
許
証
」「
パ

ス
ポ
ー
ト
」「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
」
な
ど
本
人
を
証
明
す
る
も
の

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
代
理
人
の

場
合
は
、
本
人
を
証
明
す
る
も
の

と
「
委
任
状
」
が
必
要
で
す
。

◦
縦
覧
期
間
＝
４
月
１
日
㈫
～
６

月
２
日
㈪
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。
本
庁
は
、

水
曜
日
の
み
19
時
ま
で
。

◦
縦
覧
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝

▽
税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
☎
２

３
・
１
１
１
２
）
▽
黒
木
総
合
支

所
市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
４
２
・

１
１
１
３
）
▽
立
花
支
所
市
民
生

活
福
祉
課
（
☎
２
３
・
４
９
３
２
）

▽
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
課（
☎

５
４
・
２
２
１
８
）
▽
矢
部
支
所

市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
４
７
・
３

１
１
１
）
▽
星
野
支
所
市
民
生
活

福
祉
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

い
の
？
」「
開
示
請
求
の
窓
口
は
ど

こ
な
の
？
」
な
ど

◦
開
設
時
間
＝
９
時
～
17
時
（
土
・

日
、
祝
、
年
末
年
始
を
除
く
）

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
省

九
州
管
区
行
政
評
価
局
内
（
福
岡

市
博
多
区
博
多
駅
東
２
‐
11
‐
１

福
岡
合
同
庁
舎
本
館
８
階
）

☎
０
９
２
・
４
３
１
・
７
０
８
３

◦
試
験
日
＝
▽
筆
記
試
験 

８
月
９

日
㈯
、
10
日
㈰
▽
実
技
試
験 

10
月

19
日
㈰

◦
受
付
期
間
＝
４
月
１
日
㈫
～
５
月

14
日
㈬
※
郵
送
の
み
受
付
、
受
験

申
請
書
の
請
求
方
法
等
は
問
い
合

わ
せ
る
か
Ｈ
Ｐ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
㈳
全
国
保
育
士

養
成
協
議
会
（
1
０
１
２
０
・
４

１
９
４
・
８
２
）
Shttp://w

w
w.

hoyokyo.or.jp

　

警
察
・
弁
護
士
会
・
県
暴
追
セ

ン
タ
ー
等
が
連
携
し
て
面
接
・
電

話
に
よ
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
４
月
12
日
㈯
10
時
～
16
時

◦
場
所・
電
話
＝
久
留
米
市
暴
力
追

放
推
進
協
議
会（
久
留
米
市
役
所
３

階
）
☎
０
９
４
２・
３
０・
９
０
５
５

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
暴
力
追
放
運

動
推
進
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・
６

５
１
・
８
９
３
８
）

　

借
金
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
悪
質

商
法
、
生
活
保
護
、
離
婚
、
Ｄ
Ｖ

等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◦
電
話
相
談
＝
４
月
26
日
㈯
10
時

～
27
日
㈰
12
時
（
26
時
間
）

▽
☎
０
９
２
・
７
２
４
・
９
５
０
５

【石人まつり】◦日時＝ 4/6 ㈰ 11:00 ～
15:00◦場所＝石人山古墳一帯
◦問＝筑後市観光協会

（☎ 0942・53・4229）

【中山大藤まつり】◦日時＝ 4/18 ㈮～
28 ㈪◦場所＝中山熊野神社境内
◦問＝柳川市観光案内所

（☎ 0944・74・0891）

【第 15 回記念 肥後街道宿場を歩く】
◦日時＝ 4/26 ㈯ 9:30 ～ 17:00、27 ㈰
9:30 ～ 16:30◦場所＝肥後街道町並み
一帯（大川市小保・榎津）
◦問＝藩境のまちづくりを考える会事務
局（☎ 0944・８7・0931）

【清水山ぼたん園】◦日時＝ 4/10 ㈭～
9:00 ～ 17:00 ◦場所＝清水山ぼたん園

（瀬高町本吉）◦問＝みやま市観光開
発協議会（☎ 0944・63・8000）

【菜の花さるこい】◦日時＝ 4/6 ㈰ 9:30
受付～ 10:30 スタート◦場所・問＝天
然温泉大木の湯アクアス

（☎ 0944・33・2002）

【広川町 42.195kmリレーマラソン】
◦日時＝ 4/6 ㈰ 10:00 ～◦場所＝広川
球場および竜光寺公園周辺（広川町新
代）◦問＝リレーマラソン協会西日本支
部（☎０１２０・８４６・５９８）

【ガーベラ祭り】◦日時＝ 4/12 ㈯・13
㈰ 10:00 ～ 16:00◦場所＝広川ＳＡ（下
り線）◦問＝風月フーズ㈱（☎ 32・
2100）

みやま市

広川町

大木町

柳川市

筑後市

大川市

◦
面
談
相
談
＝
４
月
26
日
㈯
10
時

～
16
時
、
27
日
㈰
10
時
～
12
時

※
面
談
予
約
は
４
月
18
日
㈮
ま
で

☎
０
９
２・７
４
１・０
９
９
７
（
平

日
9
時
～
17
時
30
分
）

◦
面
談
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝
県

青
年
司
法
書
士
協
議
会

（
☎
０
９
２
・
７
４
１
・
０
９
９
７
）

　

不
動
産
や
空
き
家
の
利
活
用
等
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
４
月
23
日
㈬
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
創
作
練

習
室
Ｂ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
長
公
室
企
画

政
策
係
（
☎
２
４
・
９
０
０
９
）

　　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
「
利
用
者
の
会
」

（
要
事
前
登
録
必
要
）
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
５
月
利
用
者
の
会
＝
４
月
19
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分
～

（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上

陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　　

国
の
行
政
機
関
や
独
立
行
政
法

人
な
ど
の
情
報
公
開
制
度
や
個
人

情
報
保
護
制
度
に
つ
い
て
、
案
内

や
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
「
開
示
請
求
は
ど
う
す
れ
ば
い

暴
力
団
被
害
集
中
相
談

不
動
産
に
関
す
る
何
で
も
相
談

福
岡
県
保
育
士
試
験

山
本
健
吉
夢
中
落
花
文
庫
休
館

26
時
間
司
法
書
士
に
よ
る
女

性
の
た
め
の
無
料
法
律
相
談

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

総
合
案
内
所

イベント情報後筑 ちくごななこく七国



広報やめ　2014.4.127

火災出火件数   2件 （  3件）
救急出動件数 270件 （534件）
救急搬送人数 258人 （513人）

人身事故発生件数 57件 （103件）
傷　　者 77人 （147人）
死　　者 1人 （  2人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 67,895 (-58)
男 31,937  (-34)
女 35,958  (-24)

世帯数 24,288  (+29)
　※（　）内は前月比

出生 29 人 転出 267人
転入 267 人 死亡 87人

◦住宅家賃　◦保育料
◦水道料金◦下水道使用料（1 期）
◦農業集落排水施設使用料（1 期）
◦道路公有水面占用料

▼ 2 月の交通事故の状況

▼ 2 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（2 月28日現在）

▼ 2 月の異動
納期限・口座振替日は4月30日水

※納税は、安全便利な口座振替をご利用くださ
い。納期限内の納付にご協力ください。遅れる
と延滞金が加算されることになります。※納付
書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

無料法律相談
◦4月17日㈭※ 4/7予約開始、5月1日㈭
  ※ 4/25予約開始／相談 13:00 ～16:00
　／予約・法務局八女支局☎ 23・2603
◦ 4 月11日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦ 4 月18 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎４２・２１３１
◦ 4 月 25 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域福祉
　センター（上陽）※予約☎５４・３００３
◦ 4 月18 日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／八女商工会議所※予約☎２２・５１６１
男女共同参画推進支援委員相談
◦4月10日㈭13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談  (働く婦人の家☎37・1522）
◦4月21日㈪９:30 ～ 11:30
　／働く婦人の家(立花）
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦4月15日㈫10:00～11：00／黒木総合支所
　問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦4月4日㈮13:00 ～ 16:00/社会福祉会館
◦4月9日㈬13:00 ～16:00/立花市民センター
◦4月11日㈮13:00 ～ 16:00/ふじの里
行政相談（総務課☎23・1111）
◦4月3日㈭13:30 ～16:00 ／社会福祉会館
◦4月2日㈬・16日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦4月8日㈫13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦4月7日㈪13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦4月9日㈬9:00 ～ 12:00 ／星野支所2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦4月11日㈮13:00 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
◦4月18日㈮13:00～16:00／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦4月2日㈬、16日㈬、30日㈬
　13:00 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦4月2日㈬、16日㈬9:30 ～ 12:00

　／ふじの里（黒木）
◦4月9日㈬、23日㈬13:00 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦4月9日㈬、23日㈬9:30 ～ 12:00　
　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦4月4日㈮13:00 ～ 15:00/商工会議所
税務相談会
◦4月14日㈪10:00 ～ 15:00/商工会議所
社会保険個別相談会
◦4月16日㈬10:00 ～ 16:00/商工会議所
※久留米年金事務所へ要予約
☎0942・33・6215
経営支援相談会
◦4月21日㈪13:30 ～ 16:30
　／商工会議所 ※予約☎２２・５１６１
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦4月15日㈫13:00 ～ 14:30
　／八女市役所207会議室
◦4月10日㈭９:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦4月11日㈮・15日㈫10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦4月15日㈫10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦4月10日㈭11:00 ～ 12:00/矢部公民館
◦4月24日㈭10:00 ～ 12:00/星野支所
家庭児童相談室
◦平日９:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
健福祉環境事務所分庁舎（八女総合庁
舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務相談
◦毎週火曜13:30 ～ 16:00 ／社会福祉
   会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）

◦月～金曜８:30 ～ 16:30 ／八女市役
所消費生活相談窓口☎23・1183
◦毎週水曜9:00 ～ 16:00 ／黒木総合支
所第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦4月15日㈫13:00 ～ 16:00/ 八女市役
所消費生活相談窓口 ※予約☎23・1183

教育相談
◦平日９:00～17:00／八女市教育委員会
　☎０１２０・７８４・１１０
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務
所　※予約☎０９４２・５２・４９４９
交通事故相談
◦平日９:15～17:00／日本損害保険協会そんぽ
ADRセンターナビダイヤル（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話
◦平日９:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉環
境事務所（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日９:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
福岡財務支局 ☎０９２・４１１・７２９１
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司法書
士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）☎23・1203
◦八女市東部地域包括（黒木総合支所内）
☎４２・１１１９

【高齢者相談センター】
◦社会福祉協議会（☎23・0294）
◦上陽支所（☎54・3629）
◦黒木支所（☎42・2131）
◦立花支所（☎37・0036）
◦矢部支所（☎47・3123）
◦星野支所（☎52・3165）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

4月に
納める
もの

相談はお気軽にどうぞ



出
会
い
迎
え
る
春
。いつ
し

か
風
が
心
地
いい
季
節
と
な
り

ま
し
た
。今
回
は
、八
女
の
パワ
ー

ス
ポッ
ト
に
も
な
って
い
る
松
尾

弁
財
天
を
紹
介
し
ま
す
。

今
か
ら
約
６
０
０
年
前
、
子

宝
祈
願
の
社
は
天
授
四
年
（
１

３
７
８
年
）辺へ

ば
る
の
と
の
か
み
よ
し
く
に

春
能
登
守
義
国

に
よ
り
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
寛

文
二
年
（
１
６
６
２
年
）
の
筆

記
に
よ
る
と
辺
春
氏
に
子
ど
も

が
い
な
かっ
た
た
め
、
弁
財
天
に

祈
願
し
た
と
こ
ろ
、お
告
げ
に

よ
り
山
中
に
ご
神
像
が
現
れ
て

光
を
放
た
れ
、
そ
れ
か
ら
ほ
ど

な
く
し
て
女
の
子
を
授
か
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
弁
財
天

を
祀
っ
た
と
言
い
伝
え
が
あ
り

ま
す
。
も
う一つ
は
「
白
蛇
」
が

神
体
と
な
し
「
天
地
異
変
」の

と
き
に
姿
を
現
す
と
い
う
言
い

伝
え
、白
蛇
伝
説
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
由
緒
あ
る
神
社
と

し
て
昔
か
ら
地
元
の
人
に々
親

し
ま
れ
、
毎
年
４
月
５
日
の
大

祭
は
、
各
地
か
ら
参
拝
に
訪
れ

る
多
く
の
人
で
賑
わ
い
、
松
尾

地
区
の
女
性
グル
ー
プ
「
奉
賛

会
」に
よ
る
手
作
り
の
弁
財
天

コンニャ
ク
や
お
こ
わ
等
の
山
菜

料
理
が
振
舞
わ
れ
ま
す
。
昨
年

は
ス
テ
ー
ジ
ショー
も
あ
り
、
楽

し
め
る
大
祭
と
な
って
い
ま
す
。

祭
礼
日
は
、
旧
暦
の
正
月
と
毎

月
５
日
。こ
ち
ら
で
は
、
子
宝
、

五
穀
豊
穣
、
商
売
繁
盛
、
学

業
祈
願
、金
運
と
そ
の
他
祈
願

が
で
き
ま
す
。

鳥
の
声
と
風
の
音
、澄
み
きっ

た
空
気
が
流
れ
、
静
か
で
ど
こ

か
忘
れ
てい
た
も
の
を
思
い
出
さ

せ
て
く
れ
る
穏
や
か
な
雰
囲
気

の
あ
る
松
尾
地
区
。
地
元
の
皆

さ
ん
が
、
と
て
も
温
か
く
気
持

ち
よ
く
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

松
尾
弁
財
天
大
祭
を
機
に

立
花
町
上
辺
春
地
区へぜ
ひ
お

出
か
け
に
なって
み
ま
せ
ん
か
？

●
問
い
合
わ
せ
＝
立
花
町
観
光

協
会
（
☎
３
７
・
１
０
５
５
）

茶のくに観光案内所のおすすめスポット No.11

茶のくに観光案内所 おおいし

昔から地元の人 に々親
しまれている由緒ある神
社。4月5日の大祭は多く
の人が参拝に訪れて
います！

松尾弁財天
　　　　in 立花町

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と

う
�
元
気
い
っ
ぱ
い
す
く
す

く
成
長
し
て
ね
♡

あ
ゆ
ち
ゃ
ん
♡
お
誕
生
日
お
め

で
と
う
！
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
で

元
気
に
育
っ
て
ね
♡

毎
日
笑
顔
と
元
気
を
あ
り
が

と
う
♡
友
太
と
仲
良
く
健
や

か
に
育
っ
て
ね
♪

好
奇
心
い
っ
ぱ
い
、
食
欲
満

点
の
あ
す
か
。
大
き
く
元
気

に
育
っ
て
ね
。

好
奇
心
い
っ
ぱ
い
の
輝
空
く

ん
。
元
気
に
育
っ
て
ね
！
い
つ

も
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
♡

祝
１
歳
♥
元
気
で
お
て
ん
ば
な

詩
ち
ゃ
ん
！
こ
れ
か
ら
も
み
ん

な
を
楽
し
ま
せ
て
ね
。

♡
１
歳
お
め
で
と
う
♡

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
を
た
く

さ
ん
笑
わ
せ
て
ね
！

い
つ
も
元
気
な
晃
ち
ゃ
ん
。

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
い
っ
ぱ
い

遊
ん
で
大
き
く
な
っ
て
ね
。

い
つ
も
元
気
な
せ
い
ち
ゃ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
に
幸
せ

ふ
り
ま
い
て
ね
♡

☆
祝
１
歳
お
め
で
と
う
☆

み
ん
な
ゆ
り
の
ち
ゃ
ん
の

笑
顔
が
大
好
き
で
す
♡

１
歳
お
め
で
と
う
！

こ
れ
か
ら
も
ニ
コ
ニ
コ
元
気

に
大
き
く
な
っ
て
ね
♡

♡
祝
１
歳
♡
両
親
・
祖
父
母
・

叔
父
叔
母
似
の
一
絆
♡
家
族
み

ん
な
の
宝
物
♡

栗原 愛
あ い か

佳ちゃん

日野 亜
あ ゆ な

結菜ちゃん

堤 幸
ゆ き な

菜ちゃん

東 明
あ す か

日香ちゃん

菅 輝
り く

空ちゃん

磯本 詩
うた

ちゃん

髙浪 央
お う り

理ちゃん

松山 晃
こ う た

汰ちゃん

大塚 清
せ い の す け

之助ちゃん 内藤 結
ゆ り の

里乃ちゃん

田中 鈴
す ず の

乃ちゃん

甲木 一
ひ と き

絆ちゃん

Ｈ25年4月2日生（矢部村）

Ｈ25年4月9日生（星野村）

Ｈ25年4月23日生（岩崎）

Ｈ25年4月3日生（吉田）

Ｈ25年4月10日生（龍ケ原）

Ｈ25年4月27日生（岩崎）

Ｈ25年4月8日生（下辺春）

Ｈ25年4月22日生（吉田）

Ｈ25年4月28日生（北山） Ｈ25年4月28日生（田本）

Ｈ25年4月8日生（山崎）

Ｈ25年4月23日生（本町）

おたんじょうびおめでとう 満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・
生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送
でお申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝市長公室秘書広報係（☎23・1110）

▼
普
段
梅
干
し
な
ど
絶
対
に
食

べ
な
い
私
。
取
材
中
勧
め
ら
れ

る
ま
ま
に
一
口
食
べ
た『
ウ
メ
山

ウ
メ
子
』。
甘
く
て
お
い
し
い
梅

で
し
た
。気
に
な
る
方
は
道
の
駅

た
ち
ば
な
へ
ど
う
ぞ
（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
ふ
る
さ
と
八
女
が
大
き
く

な
っ
て
、あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
取
材

で
お
じ
ゃ
ま
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

地
域
の
皆
様
の
た
く
さ
ん
の
優

し
さ
や
温
か
さ
に
出
会
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。気
が
つ
け
ば
も

う
合
併
か
ら
5
周
年
を
迎
え
る

年
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
笑
顔

に
出
会
え
ま
す
よ
う
に（
Ｋ・Ｓ
）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

■編集・発行　八女市役所市長公室秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 22・2186
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　
■E-mail：mail@city.yame.fukuoka.jp
※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

ＦＭ ＹＡＭＥ 80.1MHz　NOW ON ＡＩＲ! ＦＭ八女制作番組　「がまだすワイド 801」 
毎週月曜～金曜　13：00 ～15：00 生放送！
※20:30～22:10まで毎日再放送しています。
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